
熱
海
市
立
網
代
小
学
校
閉
校
記
念
誌

海
の
子

熱
海
市
立
網
代
小
学
校



目　 　 次

網代小学校の思い出

閉校時の校舎風景

校舎のう つりかわり

熱海市立網代小学校閉校記念に寄せて 「 ご挨拶」と「 感謝」と「 思い出」

　 網代小学校の閉校に寄せて

　 いつまでも網代っ子

　 ありがとう網代小学校

　 ぼくの自慢の網代小学校

　 網代小学校の閉校に寄せて

　 網代小学校閉校に寄せて

　 明日に向けて

　 閉校に寄せて　 　 卒業生からのメッセージ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 網代小の思い出（ 在校生）

網代小学校147年のあゆみ

沿　 革

歴代学校長

歴代PT A・ わかば会会長

歴代教職員

卒業生・ 在校生名簿

網代幼稚園の思い出

　 平成26年度～平成28年度の写真

　 幼稚園の概要・ 園の沿革・ 園歌

2

4

6

9

10

11

12

13

14

15

16

26

28

50

56

57

58

62

79

81

網代小学校長

わかば会会長

前期児童会長

後期児童会長

熱海市長

熱海市教育長

網代連合町内会会長

糠谷　 康弘

杉坂　 亮知

大川 真之輔

海野　 寛太

齊藤 　 　 栄

新村　 茂昭

加藤　 正春

1



校旗

学校教育目標

網代小学校校歌

玄関

2 3



閉校時の
校舎風景
令和3 年３月

運動場 児童玄関

体育館 食堂

音楽室 理科室

図工室 家庭科室

外国語教室 放送室

図書室 保健室 パソコ ン室 会議室 児童会室

６ 年生教室２・３年生教室 ４・５年生教室
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校舎のう つり かわり

昭和5 6 年

大正3 年9 月3 0 日 洋風木造瓦葺の2 階建

昭和6 年4 月2 0 日 善修院畑から の一文字校舎

昭和8 年8 月 木造2 階建1 8 教室

昭和3 2 年 運動会（ 児童数6 4 4 名）

昭和3 7 年（ 8 8 年記念）

昭和4 7 年

昭和6 3 年

昭和5 1 年7 月8 日
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熱海市立網代小学校閉校記念に寄せて

「 ご挨拶」と「 感謝」と「 思い出」

糠 谷 康 弘

網代小学校長

網代小学校の閉校に寄せて

　 熱海市立網代小学校は、令和３ 年３月をもって、１４ 7年の歴史に幕を閉じることになりました。本校は、明治６ 年に

熱海小学校網代分校として、網代村永国寺を借受けて授業を開始しまし た。その後、時代の進展に即応し た校

名、また施設の拡張移転など幾多の変遷を経て、多く の輝かしい足跡を校史に刻みつつ、今日に至りました。

　 私が、赴任して間もなく 公民館でわかば会（ ＰＴ Ａ ）主催の手作りの歓送迎会を開催していただきました。その時、

こんなにもアットホームで盛大に教職員を見送り、そして迎えていただける地域は、他にはないと実感しました。

　 網代っ子は、皆とても明るく 元気いっぱいで、誰とでも分け隔てなく 仲良く することができます。そして、勉強や運

動に前向きに精一杯がんばることができるのが、最大の強みだと思います。特に、毎年、６ 年生の子どもたちは、さま

ざまな活動や行事で最上級生として下級生をひっぱり、気持ちよく 、学校を盛り上げてく れました。

　 そんな子どもたちをいつも温かく 見守っていただいたのが、地域の皆様でした。一年間を通じて、毎朝、子どもた

ちの登校の様子を見守ってく ださった自治会役員の皆様、６月には、龍神祭の時に全校児童に綿菓子や焼きそば、

おでんをふるまっていただきました。富士宮市立山宮小学校との山宮交歓会では、網代漁業会社さんの船に乗せ

ていただき、海釣りをさせてもらいました。さらに、藤長商店さんで干物づくり体験、善修院さんで座禅体験、民宿と

みよしさんでは、お風呂と朝食をいただきました。まさに、地域をあげてのおもてなし が、歴史ある行事の支えとなり

ました。また、年末には公民館でお餅つきをさせてもらい、たくさんのお餅を子どもたちにふるまっていただきました。

社会科見学や防災学習なども子どもたちのためならといつも快く 受け入れてく ださいました。こんなにも子どもたち

や小学校のために何でも気持ちよく 引き受けてくださる温かな地域はないと思います。

　 明治２３ 年に制定された校章の三枚の葉は、菊の若葉であり若葉のごとく 子どもの成

長を願う 気持ちとＰＴ Ａ の「 わかば会」という 名称を表し 、丸の中のく だけた波は、網代の

海を象徴しています。

　 校章のごとく 地域の皆様には、子どもたちの健やかな成長を温かく 見守っていただ

き、わかば会の皆様には、子どもたちと学校の応援団としてどんな時でも変わらぬご支

援をいただきました。

　 今年度は、学校教育目標「 学び 深め 広げる 網代っ子」、重点目標「 夢に向かいたくましく  自立できる子」を

合言葉に児童・ 職員一丸となって取り組んできまし た。

　 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために３ か月間の休校、修学旅行をはじ めとする多く の学校行

事が中止となりまし たが、それにめげることなく 、毎日を明るく 元気よく 過ごそうとする子どもたちから、私たち職員

はたくさんの元気をもらいました。

　 伝統ある網代小学校は閉校となりますが、子どもたちには、統合後も、網代っ子としての誇りをもち、多賀小学

校の仲間との友情を深め、互いに切磋琢磨して成長していくことを心より願っています。

　 結びに今日まで、網代小学校を支えてく ださいました多く の皆様に心より感謝申し 上げますと共に、この記念誌

の発刊にあたり、ご協力をいただいた網代小学校歴代の卒業生の皆様に厚く 御礼申し 上げます。

　 網代小学校の最後の校長として務めさ せていただいたことに深く 感謝いたしまして閉校に寄せての挨拶とい

たします。
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わかば会　 会長

いつまでも網代っ子

　 静岡県熱海市立網代小学校の閉校を迎えるにあたり、わかば会を代表致しましてご挨拶をさせて頂きます。

　 網代中学校が15年前に閉校し 、網代小学校はどうにか残そうと網代連合町内会をはじ め、地域住民の方と

PT A が町全体で網代小の子供達や先生方をサポートし 、児童増加を目指しまし たが、少子化の影響により児童

の減少に歯止めがきかず、令和3年3月をもって閉校するはこびとなりました。この日を迎えるまでに網代小存続に

携わっていただいた方々にはとても感謝いたします。

　 現PT A わかば会は閉校の話しを受けた時、言葉を失うほどの動揺をうけまし た。それから保護者全員で何度

も会合を開き意見を交わしあい、全ては子供達のためと心に言い聞かせたどりついた結果、閉校を受け入れよう

という 事になりました。

　 子供達も不安な気持ちはありますが、前向きな姿勢で受け入れてく れまし た。新し い環境で生活していく 中で

早くとけ込み“ 網代っ子”らし い子供でいて欲し いと思います。

　 海、山に囲まれた自然豊かな環境の中で多くの人 に々愛され続けてきた幼稚園、小学校、中学校すべてが無くなって

しまう事の淋しさは隠しきれませんが、母校への思いや誇りは世代に関係なく 、皆さんが持っているものだと思います。

　 終わりに、最後のPT A 会長としての私を支えて下さった会員の皆様、校長先生を始めとする先生方、地域の

皆様そして網代小学校。本当にありがとうございました。

　 これからの未来、日本各地に子供が増え再び学校を作ろうという 動きがおこり、網代にも小学校を復活さようと

なる事を私は期待しています。

杉 坂 亮 知

運動会の写真

大 川  真 之 輔

令和２年度 前期児童会長

　 ぼく が大好きな網代小学校には良いところがたくさんあります。今日はその中から 5つを紹介し たいと思いま

す。まず１ つ目は、なんと言っても、みんなが協力できることです。人数は少ないけれど、その分みんな一人一人

が何事にも一生懸命で、どんなことにも全力で協力し てく れます。ぼく は６ 年生で応援団長をやってみて本当に

そう 思いまし た。２ つ目は、全校の仲が良いことです。みんな仲が良いので昼休みなどでも全校のみんなで遊び

ます。だれかが転んでケガをすると、みんなが心配し て集まってきてく れます。３ つ目は何事にも全力をつく せる

ことです。ドッジボール大会やサッカー大会などでも、みんなで全力で練習をし て良い結果を残しています。４ つ

目は、みんなが元気なところです。外に出てしっかりと大きな声であいさ つをし て、暑い時も寒い時もしっかり外

遊びをし ています。５ つ目はドッジボールラリーが強いことです。県の体力アップコンテスト で毎年１ 位２ 位を争う

ほどです。この毎年の強さはやっぱりみんなで一生懸命練習し ているからだと思います。コンテスト の締め切り

近く になると、中休みも昼休みも使って必死に練習しているのが強さの理由だと思います。

　 ぼく はこの自慢の網代小学校を卒業できることを誇りに思います。閉校し てもこの学校の思い出を一生忘れ

ません。ありがとう 網代小学校！！この学校に入学できて本当に良かったです。

ありがとう網代小学校
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　 ぼく が思う 網代小学校の良いところは４ つあります。本当はもっとたくさんあるけれど、書ききれないので４ つ

にします。まず１ つ目は、いろいろな行事があることです。その中でも、海の子大集会や山宮交歓会、仲良しタイ

ムは網代小ならではの行事だと思います。海の子大集会は総合学習で調べてまとめたものを発表します。仲良

しタイムは自分達で遊びやルールを決めて遊ぶことのできる行事です。山宮交歓会は長年続いた海の町と山

の町の交流行事でとっても楽し かったです。２ つ目はみんなが仲が良いことです。クラスだけでなく て全校が仲

が良いので、昼休みなどはサッカーやドッジボールをみんなでやって楽し んでいます。３ つ目はみんなが優し いこ

とです。低学年が困っていたら助けるのは当たり前、友達が忙し そうだったらみんなすぐに助けます。４ つ目は、

ドッジボールやドッジボールラリーが強いことです。県の体力アップコンテスト の種目のひとつ、ドッジボールラリー

に１ 年生から６ 年生まで参加し ていて、毎年１ 位や２ 位を取っています。また、熱海のドッジボール大会では、大

きな学校も参加するけど、６ 年間で２ 回優勝しています。

　 ぼく はこの自慢の網代小学校で、友情や勉強、思いやりの心など、たくさんのことを学びまし た。６ 年間いろい

ろなことを教えてく れた網代小学校に感謝し たいです。網代小学校はなく なるけれど、ここで学んだことと網代

の仲間はずっとずっとぼく の心にあり続けると思います。

ぼく の自慢の網代小学校

海 野 寛 太

令和２年度 後期児童会長

齊 藤  栄 　

熱海市長

網代小学校の閉校に寄せて

　 海と山に囲まれ、豊かな自然環境に恵まれたこの地で、子どもたちに多く の学びを与えてきた網代小学校は、

明治６ 年１０月に熱海学校網代分校とし て創立され、明治８ 年１０月に網代学校として独立し た１４７ 年もの歴史

がある学校であります。

　 そして、この恵まれた環境により、子どもたちは多く の行事や活動を通して、一人ひとりの能力や個性を伸ばすと

ともに、夢を持ち、たくましく 生きる子どもに育ってまいりまし た。これもひとえに、歴代の校長先生や教職員の皆様

方の教育に対する熱意とご努力、そして、ＰＴ Ａ や地域の皆様方のご支援による賜物であると、あらためて感謝と

敬意を申し 上げる次第です。

　 一人ひとりの良さが輝き、心身ともに健康な児童の育成に努めてきた網代小学校でありますが、近年の少子化

や社会構造の変化等により、児童・ 生徒数が減少していく なか、平成１６ 年からは熱海市唯一の小規模特認校

として、市内全域からの児童の入学・ 転学が可能となり、特色のある授業カリキュラムを展開していただきまし た。

し かしながら、集団生活から得られる多様な価値観を育成することや、一定の競争力を身に付けることなど、より

良い児童の教育環境を整備し ていく ため、「 学校施設の適正規模・ 適正配置計画」に基づき、網代小学校は

多賀小学校との統合が決定し 、令和３ 年３月をもって１４７ 年の歴史に幕を下ろすこととなりました。

　 これまで網代小学校を見守り、育てていただいた関係者の皆様にとりまして、平成１８ 年の網代中学校の閉校

につづき、網代幼稚園とともに網代小学校が閉校となることは、大変寂しく お感じになると思います。し かしながら、

未来を担う子どもたちの将来を最優先に考えた判断であるとのご理解をいただき、さらに教育環境の充実が図ら

れていくよう温かいご支援をいただければと存じます。

　 統合後は、網代地区の児童は多賀小学校に通学することとなりますが、これまで皆様方が長年にわたり築

きあげられた歴史と伝統を継承し つつ、多賀小学校において、新し い仲間と、新しく 輝かしい歴史を創りあげてい

ただけることを強く 期待しております。

　 結びとなりますが、網代小学校を支えていただきまし た保護者の皆様をはじ めとする関係者の方々に改めて

感謝を申し 上げますとともに、網代小学校がこれまで育んできた歴史が長く 受け継がれ、これからの新し い地域

の歴史が築かれていくことを心よりご祈念申し 上げまして、閉校記念誌発刊のご挨拶とさせていただきます。
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熱海市教育長

網代小学校閉校に寄せて

　 昭和30年代の後半、私は網代幼稚園に通っていました。当時はウメ 組とユリ組があり、私はウメ 組でし た。

　 バス通りから階段を上がると、右側にジャングルジムや滑り台などの遊具があり、その向こうに園舎、園舎の向

こうに小学校の校舎があった時代です。

　 片町にはたくさんの干物屋さんが並び、ウマズラハギのみりん干しをおやつに食べていたという 記憶を、この

記念誌の投稿にあたり呼び起こしているところです。

　 網代小学校は、1873年に熱海分校として創立し 、網代校、網代尋常小学校、網代尋常高等小学校、網代町国

民学校を経て、1957年熱海市立網代小学校となり今日に至りました。140有余年の歴史と伝統を誇る小学校です。

　 このように県下でも有数の伝統校である網代小学校の統合は、誠に残念ではございます。し かしながら 、成

長していく 過程で今後直面する様々な課題に、子どもたちが自分の良さを発揮しながら乗り越えていく 力を獲得

すること、地域や日本や世界のために活躍する人材として成長することを願ってやみません。そのために必要な

基礎を培う 環境構成は必要なものであると思っています。

　 2020年から 完全実施されまし た学習指導要領の趣旨に鑑み、変化の激し い時代の中で生き抜く 力を獲得す

ることが求められています。そのためには、多様な考えにふれたり、協調して物事を進めていく 力を育成し たりし

ていくことが重要です。そし て、集団の中で、自分や他者の良さを再確認し 、その自覚に基づいて、自分の良さ

や、可能性を伸ばしてしていく には、一定程度の人数の中で学習していく 環境を整えることはとても大切です。

　 網代小学校では、新緑や紅葉を望める山々や、きらきらと輝く 海と空の青さに囲まれた自然豊かな環境のもと、

明るく 素直で元気な子を育成するために、これまで保護者の皆様や地域の皆様、教職員が力を合わせて取り

組んでく ださいました。

　 網代小学校にお子様を通わせていた保護者の皆様、共に学び巣立っていった卒業生のみなさん、在校生の

みなさん、地域の皆様、そし て教育に全身全霊をかけてこられまし た歴代の校長をはじ めすべての教職員に心

から感謝申し 上げます。

　 このたびの統合は、卒業生や地域の皆様にとりまし ては、とても寂し い気持ちでおられますことをお察し 申し

上げます。し かしながら 、ここで培われまし た確かな成長と思い出は、卒業生の中に残っていくものと信じ ており

ます。

　 今後は、新たな教育環境や教育理念の融合のもと、さらに充実し た学校教育を目指し てまいりたいと考えま

す。地域の皆様、卒業生のみなさん並びに網代小学校にかかわってこられたすべての皆様のご理解とご支援

を賜りますことをお願い申し 上げまして、ご挨拶といたします。

2021年3月

新 村 茂 昭

網代連合町内会　 会長

明日に向けて

　 平成18年3月網代中学校が閉校さ れまし た。その閉校式の挨拶の中で、当時の市長様が、中学校はなく

なりますが小学校についてはど んな事があっても 残し ていきますと はっきりと 言われた 事が思い浮かびま

す。し かし あまりにも少子化の波が激しく 押し 寄せ、今日に至っては誠に残念でありますが、こ の現実を受け

止めなければなりません。今後は4月より多賀小に通う 子供達が安心し て勇んで登校出来るよう 地域とし て

皆々で見守っていかなければと 思っています。

　 町から 学校がなく なると 急速に過疎化が進むと 言われています。そし て今後何より地域とし て大きな課題

は小学校跡地有効利用の問題であります。高齢化が進む中で、避難場所とし て、高齢者の憩いと 安らぎの

場所とし て、また子供達の学習や遊びの場所とし て活用出来るよう 広く 住民の声に耳を かたむけて頂き、

子供達が網代から 通って良かった、お年寄が網代に住んでいて良かったと 言って頂けるよう 安心安全の町

づくりのために有効に利用出来ますよう 、市長様始め関係者の方々の御尽力を賜わりますよう 心より願いま

し て閉校の挨拶とさ せて頂きます。

加 藤 正 春

昭和3 2 年　 2 年1 組　 深川先生と
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網代小学校　 昭和29年度卒業生

網代小の閉校時に思う事

　 私の在校中の生徒数は６４０人で、二階建の木造校舎は常に超満員。運動会は生徒と住民の応援と見物人で大変

な混雑でした。戦後の食糧難と、娯楽の無い時代、運動会は町の一大行事でした。人口は5,000人弱、その時代を

知る者として、閉校の運動会が１７名とは……改めて時代の変遷を思い、言葉も有りません。

　 経済は漁業一本で衰退、金融機関の撤退、町役場の消滅、小学校の多賀地区への統合等、全て右肩下がり、しか

し勿らここまで落ち込んだ網代、今後の町の来し方、行く 末を思えば、網代の将来像を画かなくては……。

　 幸い網代は海の藍、山の緑、空の碧と、三つの青に囲まれ、しかも天与の温泉まで有り、風光明媚な別天地が有ります。

近い将来、人口１，０００人足らずとなりますが、人口減が網代にとって逆に見直される時が必ず来ると、私は思います。

地元の先人の言葉に京、大阪、江戸、網代の言葉が残されているでは有りませんか……。

小学1 年時

土 屋 満 男

網代小学校　 昭和36年度卒業生

同級生と記憶を掘り起こす

　 一力さん側に桜の木が何本も植えてあったよ。満開の時はすごくきれいだったなあ。

　 昼休みは運動場いっぱいにみんなが走り回っていたね。下駄の子もいたね。運動会の跳びっこ（ 徒競走）の時には裸

足だった。全校で600人以上いたかなぁ。中庭でも追いかけっこや兎の世話をする子どももいたよ。町も私たちもみんな

元気だった。

　 熱海市で初めての給食が始まったのは3年生の時かな。視察の人たちが大勢来て、気恥ずかしかったよ。脱脂粉乳

は不評だったけど、鯨の竜田揚げはうまかったなあ。あの頃の網代には肉屋がなかったからね。

　 2年生の時、クラスで飼っていた兎が赤ちゃんを産んだけど、母兎が赤ちゃんを食べちゃったよって、先生から聞いた。

みんなで大泣きしたことがあったね。

　 理科室の骨格標本は怖かった。本物の骸骨だと思っていたよ。そんなことないのにね。

　 網代小には金次郎像がなかった。戦時中に供出したんだって。88周年記念で、金次郎の台座の上に「 希望の像」が

作られたんだよ。6年生の卒業間近の時だったなあ。

　 そういえば、校長室にあった古い西洋人形は不気味だったね。戦前の日米親善の貴重な人形だってことを知ったの

は最近のことだよ。熱海市では網代小だけに寄贈されたんだって。

　 掘り起こされた記憶は次の記憶を掘り起こす。

小学校5 年生 運動会

藤 井 茂 子
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網代小学校　 昭和41年度卒業生

小学校の思い出

昭和4 1 年度卒業記念

渡 辺  徹

　 本年度で網代小学校が閉校になると聞き、中学校に続き母校が無くなるとはこんなに寂しいことはないと思います。

網代の人口も少子高齢化で、いつかはこの日がくるとは推測しておりました。私達は昭和36年入学で2クラス75人位

だったと記憶しています。卒業後半世紀が経つ中で一番に浮かんでくるのは、昼休みに中庭で遊んでいた時、流れてき

た音楽で歌詞が「 サボテンの花咲いてる、砂と岩の西部」という歌で、何故か今でも口づさむ時があり、当時の情景が浮

んできます。中庭には花壇、温室、池や飼育小屋があり、ニワトリ、アヒル、うさぎや山羊など飼育し世話をしたこともありま

した。校舎内で強烈な印象に残っていたのは標本室？で常にカーテンが閉っていて薄暗く 、人体骸骨の模型が置いて

あり網代で採れた珍しい魚などホルマリン漬けにされたビンが並び独特の臭いが漂っていた怖いイメージの教室で

多分低学年時代の思い出だったと思います。思い出アルバムを開いてみると、羽田空港への修学旅行、鎌倉の大仏、

鶴ヶ岡八幡宮、江の島水族館、白糸の滝や山宮林間学校、その時々色々な思い出が走馬灯のように脳裏を駆け

巡っていきます。お世話になった先生方のことなど限られたページに書ききれませんが、今でも同級生仲間で三六会と

いう会を作り親睦を図っています。

　 147年の歴史に幕を閉じますが、これからは地域、コミュニティで再利用について考え、閉校転じて福となる方法

が見つかることを期待致します。

サブロー

網代小学校  昭和41年度卒業生

網代小学校の思い出

　 この度ご依頼を頂き、小学校時代を思い起こす事が出来た事大変嬉しく 思います。同時に140年余り続いた網代小

学校の歴史に敬意を表します。

　 私達は創立88周年に当る昭和36年度に２クラス70人前後で入学しました。

　 網代小のシンボルとして少年がさっそうと大魚に跨る「 希望の像」の除幕式にも参加させて頂きました。

　 6年間の有数行事の中でも山宮交歓会は印象深いものでした。還暦祝いの同窓会で再び山宮の方 と々の交流会が

実現しました。

　 学校生活に慣れてきた3～４年時の担任は詩吟の上手な高坂真一先生。体格が良く 力持ち。休み時間になると先生

の両腕に群がる児童達。男女隔たりなく 毎日沢山遊んだ時期でした。

　 5～６年生は山田叶先生。常に児童に寄り添い、とても実行力が有りました。当時のグランド 沿に廃棄タイヤを埋め運

動遊具を作った事。大柱を削り顔を掘りペンキを塗り、中庭のトーテムポールを建てた事。これが私達の卒業記念でした。

　 新校舎が建てられ、二人の子供も網代小に足跡を残せた事。

　 思い出は尽きません…。

小学校5 年生　 遊具古タ イ ヤの前で

小学校卒業式　 中学の制服で記念スナッ プ

田 村  伊 都 子
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網代小学校　 昭和51年度卒業生

　 旧校舎での最後の卒業生だった私達の代はコの字型の校舎の二階にあった図書室を家庭科室の仕切り 壁

をぶち抜いた部屋で卒業式を行った。当時は、グラウンド に新校舎（ 現在の校舎）を建設中だったので、あまり

外では遊べなかったと 記憶しているが、卒業記念として現在の食堂の中にある魚のレリ ーフを同級生と作った

事は、良い思い出となった。

　 その他に思い出されるのは、大きなグラウンド での手つなぎ鬼や鼓笛隊、創立百年祭のパレード 、講堂の壁

をスクリ ーンにし た映画上映会、校舎に残った機銃掃射の跡、ユウイチロウの怪談、長く 続いた山宮小学校と

の交歓会など、語り出し たらきり が無い。

　 私の子供達も網代小学校に通い卒業し た。人数こそ少なかったが楽し い日々を過ごし た事でしょう 。今まで

長い間網代っ子を育んでく れた母校に最大限の感謝です。あり がとう！

長 谷 川  努

網代小学校の思い出
網代小学校　 昭和51年度卒業生

小学校の思い出

　 昭和８年に落成したその校舎は、コの字型の木造2階建て、右手前に講堂がありました。私達は、旧校舎での最後の

卒業生です。昭和52年3月、卒業式を行うはずの講堂は、すでに取り壊されていたため、２階海側の図書室と被服室の

壁を抜いての式典だった、と記憶しています。あれから44年、思い出すのは他愛もない毎日です。玄関に敷かれたスノコ

板の上を飛び跳ねると、響く「 ばしゃーん」という音。子供達の手の脂で毎日磨かれ、ツヤツヤのすべすべだった階段の

手すりの感触。半泣きの顔で「 給食残してごめんなさい」と言いながら、調理師さんに食器を返す時のトレーの冷たさ。

いつまでも忘れられません。

　 私達には、小学校を一緒に卒業できなかった『 友』がいます。旧校舎の姿は無くても、閉校となっても、彼女はいつまで

も『 ともだち』であり続けます。縁あって、人生の後半を生まれ育った網代で過ごす事になり、幼馴染と母校の思い出を語

りあえる幸せを改めて感じています。最後になりましたが、網代小学校の歴史を支えてこられた先生方、地域の皆様に、

心より感謝申し上げます。

佐 田 明 実

昭和5 1 年7 月　 思い出の旧校舎小学校　 中庭

昭和5 1 年度卒業生　 6 年2 組昭和5 1 年度卒業生　 6 年1 組
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網代小学校　 平成2年度卒業生

網代小と共に過ごし た日々

　 時代が昭和から平成に移り変わる頃、私は網代小学校で6年間を過ごしました。

　 当時から全学年1クラス、クラス替えのないまま、ほぼ同じ 顔触れで過ごす毎日でした。それでも、30人近くいる教室は

賑やかで、いつもと変わらない仲間の笑い声が響く 教室は、私にとって安心できる大好きな場所でした。

　 朝の運動で毎日走ったグラウンド 。氷の張るような寒い冬の朝でも半袖の体操着で、凍えながら走った事を思い出し

ます。

　 今では半分の広さで間に合う食堂も、当時の縦割り給食では全校児童が一同に集まると、広い食堂が満員でした。

　 時代は令和へと変わり、我が子が入学してから、父兄として再び校舎へと足を運ぶ事となった今でも、あの頃と変わ

らないグラウンド の景色、魚の壁の食堂、笑い声の響く 教室。思い出を辿りながら、我が子と共に過ごす網代小の日々 も

また、かけがえのないものとなりました。

 　 閉校は寂しく 残念ですが、地域の核として大きな役割を担ってきた網代小学校は、これからも多くの人々の心の中に

永遠に生き続ける事だと思います。

　 網代小を最後に巣立って行く 17名の子供達が「 明るく 清く 健やかに」広い世界へ、どうか大きく 羽ばたいていけま

すように。心から願っています。

海 野 裕 美

6 年時　 社会科見学　 国会議事堂前にて

網代小学校　 平成9年度卒業生

　 私が網代小学校を卒業し たのは、もう 20年以上も前のことです。当時、全校生徒は100名に満たない程の数

だったと思います。

　 海と山に囲まれた自然豊かな街の小学校、生徒数は少なく ても皆が皆のことを良く 知り、学年分け隔てなく 仲

の良い小学校。そんな小学校で私は6年間過ごしました。

　 放課後のクラブ活動。私は自然観察クラブでし た。釣り竿片手に海まで行き、沢山の魚を釣って楽し みまし た。

今思えば、他の小学校ではきっと 真似できない、海が近く にある網代小学校ならではのクラブ活動だったと 思

います。

　 給食も楽し みでし た。毎朝、今日の献立をチェックし 登校していました。大好きな献立の日は朝からワクワクして

いまし たが、椎茸嫌いな私は、椎茸が献立で出る日だけは毎回居残り給食をしていまし た。早く 食べ終わった生

徒が、おかわり給食を取り合っていたことも良い思い出です。

　 学校が終わってからもグラウンド で良く 遊んでいました。一度家に帰り、荷物を置いてまたグラウンド へ集合し 夕方

16時半のチャイムが鳴るまで遊ぶというのがお決まりでした。家から数分のところにグラウンド があるので、当時の

私たちにとっては良い溜まり場だったのでしょう。

　 まだまだ、思い返せばたくさん思い出は蘇ってくると思いますが、網代小学校で過ごした6年間は本当に貴重な

時間だったと思います。また、共に一緒の時間を過ごし た同級生をはじ め、先輩や後輩、先生方のおかげで今の

私があると感じています。勉学以外にも本当に大切なことを教わった6年間でした。

　 この度、網代小学校が閉校すると聞きとても寂しく 残念な気持ちでいっぱいですが、このたくさんの思い出や

先生方の教え、仲間との絆は、これから先もずっと消えることなく 、私の中で輝き続けるでしょう 。

平 井 辰 忠

網代の絆

少年自然の家にて
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網代小学校　 平成13年度卒業生

　 わたしには5つ上の姉がいる。わたし が１ 年生で姉が6年生。姉にも、姉の友達にもよく 可愛がってもらっていた

が、当時のわたしは人見知りでお世辞にも愛想がいいとはいえない子どもだったと思う。

「 縦割り給食」が緊張の時間だった。姉の親友が同じ テーブルだった事が唯一の救い。安心だった。苦手な給食

を何も言わずとも減らしてもらっていた。

　 網代の良いところは、誰かが自分のことを知っていてく れるという 安心感だと思う。少し の息苦しさも鬱陶しさふ

く めて。人見知りだったわたしもちゃんと大人になれた。姪っ子が網代小に入学する時は嬉し かった。同級生がい

なく なっても１ 人でも良いと言っていた。今も楽しんで通っているようだ。まだまだ子どもだと思っていたけれど、この

子もちゃんと育っている。大丈夫。学校がなくなってもきっと大丈夫。

森 野 智 衣

思い出

入学式の写真

網代小学校　 平成22年度卒業生

あり がとう 。わたし たちの母校

　 わたし が網代小学校に通い一番に感じたことは生徒の少なさです。

　 少ないからこそ、全校生徒の名前が分かるのは勿論、グループ活動やクラブ活動を通して一緒に過ごす時間がたく

さんありました。全校生徒の前で発言する機会も多くありました。幼稚園、小学校の合同運動会等もあり、自分よりも歳の

離れた人たちとも仲良く 生活することができました。そのような学校生活を6年間送ってきたからこそ、中学生になり生徒

の人数が増えることに不安を感じていた時期もありましたが、すぐに信頼できる友達を作ることができました。また22歳に

なった今でさえ、人の前に立って発言することを苦に感じることはなく 、人と関わることが好きでいられるのだと思います。

　 わたしにとって網代小学校は、人との関わり方を覚えた場所です。廃校になってしまっても色 な々思い出のある母校を

忘れません。

中 村  実 花 子

熱海市立網代小学校修学旅行　 国会議事堂　 平成2 2 年1 1 月1 1 日
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網代町制施行当時（ 大正1 3 年） の小学校 現校舎（ 昭和8 年） の上棟式

栄国寺について

尋常科卒業生（ 明治4 4 年3 月） 高等科卒業生（ 明治4 4 年3 月） 尋常科卒業生（ 大正9 年3 月）

教職員（ 大正1 1 年） 高等科卒業生（ 大正1 2 年） 庭球愛好者（ 大正1 3 年頃）

卒業生（ 昭和3 年3 月） バレ ー優勝記念（ 昭和5 年） 卒業生（ 昭和7 年3 月）

バレ ー部（ 昭和1 5 年） 運動会（ 昭和1 6 年） 海洋少年団入団式（ 昭和1 6 年）

卒業生（ 昭和1 7 年3 月） 忠魂碑前にて（ 昭和1 8 年） 卒業生（ 昭和2 2 年3 月）

教職員（ 明治4 4 年3 月）

尋常科卒業生（ 明治4 4 年3 月）

網代小学校　             のあゆみ#&)年
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昭和20年代～昭和30年代

昭和2 0 年3 月1 7 日 幼稚園 昭和2 0 年代 初等科第2 学年

昭和2 2 年 2 年生 昭和2 3 年 3 年生

昭和2 4 年 4 年生 昭和2 5 年 5 年生

昭和2 6 年度 卒業生 昭和2 7 年頃

昭和2 7 年頃 小学校運動会

バス旅行5 年生 三保の松原 昭和2 9 年頃 5・ 6 年生
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昭和30年代

昭和3 0 年頃 5 年生 昭和3 0 年代 運動会 ボール叩き 昭和3 4 年3 月

昭和3 0 年代 運動会 玉入れ 昭和3 0 年代 運動会 フ ォ ーク ダンス

昭和3 2 年 第4 回 田貫湖 富士山の麗姿

昭和3 5 年5 月5 日

昭和3 5 年5 月1 2 日 昭和3 5 年

昭和3 0 年代 スプーン競争 昭和3 5 年度 卒業記念 昭和3 7 年 山宮林間学校
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昭和30年代～昭和40年代

昭和3 9 年度 卒業記念 昭和4 3 年度入学記念

昭和4 4 年度 入学記念

昭和3 0 年代 昭和3 8 年 山宮にて

昭和3 8 年 白糸の滝

昭和4 0 年1 1 月5 日 県音楽研究発表会 昭和4 1 年3 月2 0 日 お別れ

昭和4 1 年度 卒業記念 昭和4 2 年1 1 月1 日 県音楽研究発表会

昭和4 3 年度 卒業記念

昭和4 6 年 山宮
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昭和40年代～昭和50年代

昭和4 6 年 集合写真 昭和4 7 年 遠足集合写真

昭和4 8 年 小学校百周年パレード 昭和4 8 年 小学校百周年パレード

昭和4 8 年 小学校にて集合スナッ プ 昭和4 8 年度 卒業写真

昭和4 8 年度 卒業写真 昭和4 9 年 遠足集合スナッ プ

昭和5 0 年度 卒業 6 年1 組

昭和4 6 年度 卒業記念 昭和4 6 年度 卒業記念

昭和5 0 年度 卒業 6 年2 組
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昭和50年代

昭和5 2 年9 月 新校舎落成記念 昭和5 2 年1 0 月3 1 日 音楽発表会 於 熱海観光会館

昭和5 2 年 花鳥山脈 昭和5 2 年 飯ごう 炊飯

昭和5 2 年 6 年1 組 白糸の滝にて 昭和5 3 年4 月5日 入学記念 1 年1 組

昭和5 3 年4 月5 日 入学記念 1 年2 組 昭和5 4 年度 卒業記念

昭和5 5 年度 卒業記念 昭和5 6 年度 入学記念

昭和5 6 年度 熱海市立小中学校 音楽発表会 1 0 月2 9 日 於 観光会館ホール 昭和5 6 年度 卒業記念
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昭和50年代～平成元年代

昭和5 8 年度 卒業記念　 6 年1 組

平成2 年度 卒業記念 平成3 年3 月1 9 日 担任 高原米子先生 平成3 年度 入学記念 担任 鈴木智子先生

昭和5 8 年度 卒業記念　 6 年2 組

昭和6 1 年度 入学記念 昭和6 1 年4 月7 日 昭和6 1 年度 卒業記念 昭和6 2 年3 月1 9 日

平成4 年 網代山宮交歓会 平成4 年度 卒業証書授与式 平成5 年3 月1 8 日

平成5 年 3 年生 平成5 年度 6 年生

平成6 年度 入学記念 平成6 年4 月6 日 平成8 年度 入学記念 平成8 年4 月5 日
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平成元年代～平成20年代

平成1 1 年度 入学記念 平成1 1 年4 月6 日

平成1 5 年 山宮へ 平成1 5 年 熱海サンビーチ

平成1 5 年 富士山へ 平成1 5 年 富士山へ

平成1 5 年 網代魚市場

平成2 3 年2 月1 4 日

平成2 2 年7 月1 4 日

平成2 5 年7 月4 日

平成2 5 年3 月1 8 日

平成2 5 年 山宮・ 網代交歓会6 0 周年記念

平成9 年 リト ルワールド

42 43



平成20年代～令和元年代

平成2 5 年１１月6 日 修学旅行 東京スカイツリ ーにて 平成2 6 年 白糸の滝にて

平成2 6 年１0 月5 日 修学旅行 国会議事堂にて 平成2 7 年１１月5 日 修学旅行 羽田機体整備工場にて

平成2 8 年１１月1 7 日 修学旅行 上野公園にて

平成2 9 年 海釣り 体験（ 網代港） 平成3 0 年 朝霧野外活動センタ ーにて

令和元年 善修院にて

平成2 9 年１１月2 日 修学旅行 浅草寺にて 令和元年 網代の町めぐり

平成3 0 年1 1 月9 日 修学旅行 スカイミ ュージアムにて

令和元年1 1 月8 日 修学旅行 国会議事堂にて
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私たちは

網代小学校を

忘れません。

メリーちゃん・タミ ーちゃん ドッ ジボール大会

遠足

みかん狩り

朝運動

市内音楽発表会

山宮交歓会

地域伝統学習46 47



私たちは網代小学校を忘れません。 令和2 年度 網代小学校 最後の運動会
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沿　 革history
足柄県権令柏木忠俊より 、学校設立の允許を受ける

熱海学校分校とし て、村内の永国寺を借受け授業を開始する　 就学生徒約８０名

網代村々社祠掌（ 神宮）高杉光枝　 永国寺住職荒見来道両氏、村費を以て４０日間の講習

を受け、授業生と なり 授業にあたる

その後、両氏より 長延寺住職白沢日正、法印三橋周達両氏へ授業法を伝習し 、４ 氏が授業

に従事する

（ 沿革誌より ）校舎は創立当時、次に塩焚場（ し おたきば）を仮用す　 皆木造の平家にし て

すこ ぶる狭隘なり 、その後、教安寺の仮教場は木造草葺なるも 天井高く 、床また高く 、空気

清潔眺望よろしく 、衛生上適好せりと いえども 位置高きに過ぎ、通路険しく 生徒の通学甚

だ困難にし て風雨の日の如きは昇降すこ ぶる危険なり き　

本校は初め網代分校と 称せし が、塩焚場に移転せし より 村民は塩焚学校と 呼べり 、後本村

の東南にそびえる臼月が峰の山名を取り 臼月舎（ きゅう げつしゃ）と 称す

その後、一般に学校名の上に学区を記する制と なりしより 、

「 第１大学区足柄県管内第３０番中学区賀茂郡網代村第７９番小学臼月舎」と 称す

前記４ 氏及び三島の人村川某、出羽の人小池義諭、山本覚城、東京の人千種顕信、善修院

住職鳳是参、安養寺住職杉本法忍、一行寺住職西本林光、本村の人衣笠甚六、南条村の人

芹沢哲之、下多賀村の人河口久良司等の諸氏

校舎新築―校地面積２６２坪、校舎６５坪

（ 沿革誌より ）間口１２間半、奥行４間半、前通りに３尺余り の下家を出し 左側の前面には巾２

間半長さ３間半の袖を出す、皆木造板葺の平家なり・・・ 校堂は之を４教室に分画し 、左方袖

の処を画し て教員室に充つ

こ の建築は大工請負及板木代を除き、釘代金と 手間料とにて金２７５円を要せり

明治７年頃の学校費支弁の方法とし て、学校日掛と いって毎戸日掛をし 、生徒も また「 毎日

１ 人に付、金１ 厘５ 毛ずつの日掛をなし 、その不足は村費とし て賦課徴収し たり 」と さ れて

いる（ 熱海市史より ）

熱海本校より 分離独立する

校名の変更－足柄県の一部が静岡県に入り 、網代も 静岡県に入ったので、第２ 大学区に所

属することと なり 、「 第２大学区３０番中学区７９番小学」と 校名を変更し た

その後、同年７月、「 ７９番２等小学」と 称し た

（ 熱海市史より ）網代村は戸数は４３１ 軒にし て、人口２１７７ 人、内男１１２５ 人、女１０５２ 人

なり・・・ 人民は農、諸商売、旅泊、漁業を以て職と すれども 、その中最たるも のは漁業なり

（ 沿革誌より ）明治１２年春、本村海面字古網場と 称する根拵網（ ねこさ えあみ）場を１０ヶ年

間場代金２，０００円を以て本村漁業者中に請負わし め、その金を以て学校基本財産と なし 、

その利子を学費の補充と せり

２，０００円の学校基本財産は、年２割の利子を以て村民に貸付け来りし かが、追々利子もしく

は元金を怠納するも の増加し 、学校経済に少なから ざる影響を及ぼし 来りし を以て、明治

１７年より 利子を引下げ・・・

明治２４ 年に至り 、利子を１ヶ年の日数に割り 当て日掛法を 立てて毎日之を 掛込ます・・・

右の資金利子は、明治３１年３月校舎修繕の際費消し て余すところなし

「 教育令」公布

こ れにより 、生徒は１ヶ 年に４ヶ 年以上、４ 年間に１６ヶ月通学すれば義務教育終了と 見なさ

れ、小学校の科目も 減ら さ れ、学区をやめ、各町村が公立小学校を 設置すること になった

明治6 年

明治6 年

明治8 年

　 　

　

 

明治8 年

明治9 年

 

明治12 年

明治12 年

9 月18 日

10 月19 日

3月

　

 

10 月

4月18 日

９ 月2 9 日

明治14 年

明治17年

明治19 年

明治19 年

明治2 0 年

明治2 2 年

明治2 3 年

明治2 3 年

明治2 3 年

明治24 年

明治2 5 年

明治3 0 年

明治31年

明治32 年

明治3 4 年

明治3 5 年

明治3 6 年

明治3 8 年

明治3 9 年

明治4 0 年

3月

7月

4月10 日

12 月

4月

3月

8月2 9 日

10 月

10 月15日

10 月31日

9 月9 日

4月より

4月より

4月より

4月より

6月

4月

6月

1月2 7日

千種顕信氏初代校長と なる、月俸金１０円給与

町村の連合により 、網代村は上多賀村、下多賀村を合併し 、網代村に戸長役場がおかれた

本校も また上多賀、下多賀の両小学校を合併し 、その授業を管理し た

「 小学校令」公布　 いままでの半年進級制にも と づく 初等科３ 年間６ 級の制度が、尋常科

４ 年と 改められ、初めて義務教育と なった

校名を「 網代尋常小学校」と 称することになった

授業料の制度を定めて実施する

第１学年は１ヶ月金３銭、第２学年は４銭、第３学年は５銭、第４学年は６銭、補習科は通し て６銭

村制施行により、上多賀、下多賀両校分離　 校名は、網代村立網代小学校と称することになった

校章制定　 　

暴風雨のため校舎破損し たが、直ちに修繕出来ず、２５年５月によう やく 修繕出来た　

（ 熱海市史より ）漁業権をめぐる紛争のために村は大へん疲弊し た

（ 沿革誌より ）村内に葛藤生じ 、人民疲弊、学校も またその余波を受け気息たり

「 小学校令」の改正、村の区域が小学校の学区と 定めら れ、小学校の設立管理等はすべて

村の義務、責任であること が明らかにさ れ、「 網代村立網代尋常小学校」と 称す

勅語（ 註　 教育に関する勅語）謄本下付さ れる

（ 沿革誌より ）両陛下御尊影を拝戴す、奉安所は構堂の一方を 仕切り・・・ その中に檜白木

造り の神殿をすえ、此の内に奉安し・・・

暴風雨のため校舎破損、直ちに大修繕を加う る予定なりし が、時の村長日吉六右ヱ門発病

死、之に加えて村内に葛藤生ぜし 為工事に着工すること をなさ ず、翌３１ 年２月に至り 工事

に着手、３月に至り ほぼ落成せり 、こ の時、新たに玄関を設け、屋根を瓦下地に改築し 、又後

側の下家を尚前方に出すこと１ 尺５ 寸、以て下足場、傘置場を設け、教室を３個に区切り 、こ

れまでの引窓はすべて普通半窓に、又上部の羽目はすべて壁に改造せり（ 沿革誌より ）

授業料改正　 第１学年５銭、第２学年６銭、第３学年７銭、第４学年８銭、補習科１５銭

授業料改正　 第１学年６銭、第２学年７銭、第３学年８銭、第４学年は１０銭、補習科２０銭

授業料改正　 尋常科授業料を徴収せず、補習科は金１５銭を徴収

補習科も 授業料を徴収せず

生徒数増加し、１、２年の授業は午前午後にわけ、２部教授とする

教科の中に裁縫が加わった

教室の一部を建増し 、２部授業を解消

「 網代村立網代尋常高等小学校」と 称す

間口２０ 間、奥行５ 間１ 尺５ 寸の副築教室なら びに付属便所竣工す・・・ こ の時旧校舎の方向

を 変換す・・・ 工事担当者は沼津の人立花菊治郎なり 、又副築工事を なすに付て校地を

明治2 3 年中明治6 年から12 年頃
までの教員

明治10 年頃の網代
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明治4 0 年

明治4 1 年

明治4 2 年

明治4 2 年

明治4 2 年

明治4 3 年

明治4 4 年

大正3 年

大正4 年

大正7年

大正11年

大正12 年

大正13 年

昭和5 年

4月

3月

1月12 日

4月1日

6月3 0 日

5月

9 月3 0 日

10月

4月1日

10月3 0 日

9 月1日

6月1日

7月11日

昭和5 年

昭和5 年

昭和8 年

昭和8 年

　

　

昭和12 年

昭和12 年

昭和１２年

　

昭和１３年

昭和１６年

昭和１６年

昭和１６年

昭和１８年

昭和１９年

昭和２０年

8月12日

11月2 6 日

2 月11日

8月

　

　

7月15日

9 月26 日

1 1 月1 4 日

　

1 0 月

4 月1 日

1 0 月3 0 日

1 1 月中旬

８月

４月1 日

８月１５日

購入拡張す、この時の管理者は、村長臨時代理師岡貢、工事委員は、堀井多三郎、菊間梅吉、

平井喜太郎の三氏、大工棟梁は、本村の人岡田万治郎にし て校長は、内田岩太郎なり

（ 沿革誌より ）こ の工事の費用は校舎敷地購入費７３６ 円４０ 銭、校舎増築費２ ，４９２ 円６５ 銭

４ 厘、旧校舎移転費２０９ 円４２銭５ 厘、玄関設備、旧校舎修繕費３０４ 円３５銭で合計３，７４２円

８２ 銭９ 厘であったと いう

校舎増築により２部教授を廃し 、高等科の修業年限を４ヶ年に延長　

高等科の授業料を月２５銭に改正する

小学校令改正により 、義務教育（ 尋常科）は６ヶ年、高等科は２ヶ年と なる

（ 学校日誌より ）明治３７、８年戦勝記念指導標を観音道及び下田往還の路傍に建つ

尋常科の教科の中に手工が加わる

間口１８ 間、奥行５ 間半の２ 階建物１ 棟落成する・・・ 工事委員は、堀井多三郎、渡辺辰蔵、

諸菱庄太郎、菊間梅吉の４氏（ 工費５，０２０円８３銭４厘であったと いう ）

（ 熱海市史より ）明治４１ 年から 大正６ 年まで村長をつと め、すぐ れた漁業家であった平井

正之助氏が、同４３ 年に村有の字古網根拵網漁場をぶり 大敷網漁場に変更し たと ころ、非

常な好成績を 収め、村も 財政上大いに余裕を 生じ 、大正元年より 戸数割（ 村民税）の徴収

を 中止し 、道路、下水溝の整備、消防施設の充実、巡査駐在所の新築、校舎増築等の面で

いちじ るし い進展をみた　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ こ の年の記録によると ）、国、県と もト ラ コ ーマ患者多く 、本校では６００人の生徒中、患者

数１９５名　 治療の結果４２名になったと いう

校舎改造、増築、総２階建と する

明治４０ 年副築の平家建１ 棟と 、明治４２ 年落成の２ 階建校舎を改築し 、総２ 階建とし 、階上

階下共に長さ５ 間巾４間（ 註、現在の教室と 同じ 大きさ ）の教室４個ずつ（ 但し 階上の３室を

共通し て式場等の用に供する設備とし 、又階上階下共に巾１ 間半の廊下を付属す）及び校

舎正面に間口２ 間、奥行１ 間半の玄関を 設け、階上を 応接室とし 、応接室の後方に御影

（ 註、天皇の御写真）奉置所を設備す・・・ 工事委員は、辻楳治郎、菊間梅吉、内田辰蔵、向笠

丑太郎、岡本安太郎の五氏、管理者は平井正之助氏、工事担当者は大工、岡田万治郎氏、

左官青木新之助氏　（ 沿革誌より ）

（ 工事費は４，７０９円６３銭９厘であったと いう ）

高等科の授業料月１５銭と なる

授業料を集めないこと になった　

学制頒布５０年記念とし て児童保護者会設立、同時に保護者会後援のもと に網代尋常高等

小学校校友会を創立する　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

校友会機関雑誌「 いさり 火」第１巻第１号発刊

関東大地震、網代は津波の被害を受ける　 全潰１１４戸、半潰１６８戸、死傷１０４名

町制施行、網代町と なる

（ 学校日誌より ）本年４ 月以来、毎月１１ 日をメ ート ル記念日とし 、各月必ず児童に課題を

与え（ メ ート ル法）の徹底を 促し つつあり

本日は学校を 基点とし 、観音下、長延寺、演芸館前、校医宅、阿治古神社、郵便局、各町会

館、町堺等にそれぞれ距離を 明示せるも のを 貼布す

運動場拡張　

本町消防組、在郷軍人分会、青年団等３ 団体の了解斡旋に依り 、渡辺登氏所有宅地、岡本

安太郎氏管理の宅地、本町所有の土地、之に里道の一部を併合し て、旧運動場の南側に運

動場の拡張をなす（ 沿革誌より ）

（ 学校日誌より ）北豆大地震　

午前４ 時の大音響に当町一帯極度に驚怖、学校運動場と 寺院境内に避難せり 、関東震災

に、つなみを受けたる町民は、暁なお暗き震災と つなみを恐れ人心競々たりし なら ん

学校は、東方にやや傾き、壁は脱落、土台は外れ、西側屋根瓦１０ 坪脱落、西側便所倒潰、極

めて危険状態なり 、早刻緊急町会を開催、金３，０００円の予算を以って応急修理に着工す

こ の間臨時休業と なす

（ 学校日誌より ）本校尋常科第５ 学年以上の男児童を正団員とし 、その他の児童を准団員

と する網代町海洋少年団を組織し 、紀元節拝賀式後、本町阿治古神社々頭に於て発団式

を挙行す

校舎落成（ 沿革誌より ）昭和６ 年度に於て、小学校改築の気運進み・・・ 最初鉄筋３階建と な

し 、約８ ～９ 万円の予算をもって遂行せんと 目論みたれど、低利資金の融通をう けての建

築とし ては許可し がたし と 県の意向につき 断念、更に現在校舎跡に１８ 教室の木造２ 階建

を設計し て願書提出せし に、昭和６年９月１０日校舎建築認可指令に接す・・・

（ ところが、かねてから 交渉中の本町善修院所有の現校地地続き の土地を金２５ ，５００ 円で

譲渡を受けること ができたので、その地に校舎建築をすること に変更し た　

そのため、当初の設計を変更し 、譲渡を受けた土地に木造２階建、１８教室の校舎を建築した）

　 　

　

日支事変はじまる（ こ れより 戦時色強まる）

三島高女バレーボール試合に選手出場、優勝す　 同年１０ 月１１日田方郡教育会球技大会

出場　 バレー優勝（ 尋常科、高等科共優勝カップ獲得）バレーは、数年間、連戦連勝を続けた

珠算競技会（ 三島実科女学校主催、田方地区）に尋常科、高等科共に優勝

町内の戦死者の町葬が学校で行なわれ、生徒一同参列し た

３、４、５の３日間、防空演習（ こ れより 防空演習はし きりにおこ なわれた）

国民学校令により 、静岡県田方郡網代町国民学校と 改称する

講堂竣工、総工費１７，７４１円、請負者岡田喜芳

正門前工事竣工、工費４００円、請負者茅野幸一

砂利、砂は国民学校児童全部之を採取運搬し 、青年団員は全員一同奉仕作業を為す

職員及青年学校生徒、高等科児童にて報国農場とし て、西島泰一氏所有の山林を借受け、

約３反歩を開墾する

併設の青年学校独立する

太平洋戦争終る　 今までの軍国主義的教育から 民主教育への改革がおこ なわれ、教育界

も 一時的に混乱し た

昭和１３年頃より

（ 学校日誌より ）

昭和8 年　 7月2 3 日

昭和8 年　 9月1日

旧校舎取りこ わし 、運動場拡張のため、未完成の校舎に移転

新校舎に於て普通授業開始、１０月下旬運動場完成
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従来の保護者会を拡充し て後援会設立、会員は網代町全戸、会長は町長西島泰一氏

「 静岡県田方郡網代町立網代小学校」と 改称（ ６、３ 制実施、今までの国民学校初等科６ヶ年

が小学校に、高等科２ヶ年が１年間延長さ れ３ヶ年と なり 中学校になった）

新制中学校同居す　 昭和２２年小、中連合のＰＴＡ 発足

中学校校舎落成により 、中学校は現在地に分離

ＰＴＡ が小・ 中分離、小学校ＰＴＡ はわかば会とし て発足　

キテイ 台風により 裏山崩壊、こ の土砂を 運動場に敷く 、工費追加予算により７４ ，０００ 円、

整地にはＰＴＡ わかば会員の労力奉仕をなす

講堂改築　 ステージを付けかえ、玄関、渡り 廊下を新設する

富士宮市立山宮小学校と の交歓会開始

市町合併により 、「 熱海市立網代小学校」と なる

台風２２号（ 狩野川台風）により 南側校舎屋根瓦損傷

屋根ふきかえ工事、１１月竣工

給食室（ ３０．６坪）竣工、１１月２０日より 給食開始

特殊学級（ ビ ーコ ン会）新設、昭和４１年３月１９日まで特殊教育を行う

保健室、宿直室改造　

講堂内部一部改造

創立８８周年記念「 希望の像」建立、魚類標本室設置

記念式挙行、記念誌発行

校舎の水道工事、運動場の散水工事完了

ＪＲＣ加盟

鼓笛隊生まれる

校歌制定（ 作詞作曲、高橋　 清氏）

児童便所（ 水洗式）２ヶ所竣工、体育倉庫竣工

運動場側校舎、運動場の国道側に防球用金網張工事

教室内蛍光灯取付工事完工

中庭造園事業、放送室拡張工事

教室用ロッカ ー完備

市教委指定体育研究発表会

創立1 0 0 周年記念祭

校舎改築地鎮祭

校章改正

校舎落成「 海の子」像建立

屋内運動場落成

文部省、県指定　 健康教育研究発表会

「 青い目の人形」贈呈式　「 メ リ ーちゃんの妹・ タ ミ ーちゃん」

日本学校体育研究連合会　 全国表彰

県指定教育ルネッ サンス２１「 楽し む木フェ スタ 」発表会

網代小・ 山宮小交歓会　 ５０周年記念式典

小規模特認校認定　

文部科学省指定地域子ども 教室推進事業（ 平成１６・１７・１８年）

文部科学省豊かな体験活動推進事業推進校（ 平成１７・１８年）

平成１８・１９年　 熱海市研究委託校　 耐震工事

全国ＰＴＡ 連絡協議会会長賞

網代中学校閉校式（ 網代中　 多賀中と 統合）　 　 　 　 　

社会福祉法人静岡県社会福祉協議会　 福祉教育実践校指定（ 平成１９・２０・２１年）

網代小・ 山宮小交歓会　 ６０周年記念植樹

市指定研究発表会（ 平成２８・２９年）

静岡県体力アッ プコ ンテスト 表彰（ 令和元年・２年）　 　 　 　 　 　 　 　

熱海市総合教育会議にて多賀小学校と の統合が決定

臨時休業（ 新型コ ロナウイ ルス感染症の予防のため）

校舎棟２～４階ト イレ改修、体育館棟外壁補修、屋根改修

校舎棟４階天井内装改修（ 防水工事）開始

第６７回網代山宮交歓会中止（ 感染症の予防のため）

校舎棟、体育館棟改修工事完了

網代小学校閉校式

閉校

昭和２１年

昭和２２年

昭和２５年

昭和２６年

昭和２６年

昭和２７年

昭和２９年

昭和３２年

昭和３３年

昭和３３年

昭和３５年

昭和３５年

昭和３５年

昭和３７年

昭和３８年

昭和３９年

昭和３９年

昭和３９年

昭和４０年

昭和４０年

昭和４１年

昭和４１年

昭和4 3 年

昭和4 6 年

５月

４月1 日

１月１９日

４月1 日

９月

９月

７月

４月1 日

９月２６日

１０月２８日

４月1 日

４月2 1 日

１０月１２日

３月3 日

１２月１０日

４月

１０月4 日

１１月１８日

２月

９月

３月

３月１９日

６ 月

11月

昭和4 9 年

昭和5 1 年

昭和5 1 年

昭和5 2 年

昭和6 0 年

平成2 年

平成3 年

平成3 年

平成1 1 年

平成1 5 年

平成1 6 年

平成1 7 年

平成1 8 年

平成1 8 年

平成1 9 年

平成2 5 年

平成2 8 年

平成3 0 年

令和2 年

令和2 年

令和2 年

令和2 年

令和2 年

令和3 年

令和3 年

３ 月

９ 月

12 月

12 月

3月

11月

6月

11月7日

10月

11月

4月

4月

3月2 5日

4月1日

2 月

1月2 3 日

3月～5月

6月4 日

9 月

10月3 0 日

3月2 6日

3月31日
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明治14～明治17年 千 種 顕 信

明治18年 （ 欠 員 ）

明治19～明治24年 千 種 顕 信

明治25～明治28年 小　 出　 亀太郎

明治29～明治30年 千 種 顕 信

明治31年 （ 欠 員 ）

明治32～明治44年 内　 田　 岩太郎

明治45年 村　 上　 政太郎

大正 2年 堀 内 千 代 之 丞

大正 3～大正 5年 矢 野 副 衛

大正 6～大正 7年 鈴 木 卯 吉

大正 8年 三　 須　 完一郎

大正 9～大正10年 山 口 留 吉

大正11年 稲 葉 　 昻

大正12年 渡　 辺　 仙之助

杉　 崎　 正太郎

大正13年 杉　 崎　 正太郎

大正14～大正15年 鈴 木 庄 平

昭和 2年 小長谷　 秀　 吉

昭和 3～昭和 4年 佐　 藤　 亀之助

昭和 5～昭和 9年 土 屋 武 夫

昭和10～昭和12年 浅 田 義 正

昭和13～昭和15年 宇 野 幸 雄

昭和16～昭和20年 村 上 義 哉

昭和21～昭和22年 福 田 和 雄

昭和23～昭和25年 島 田 千 秋

昭和26～昭和27年 池 谷 善 寿

昭和28～昭和31年 宮　 下　 俊一郎

昭和32～昭和36年 田 畑 宗 夫

昭和37～昭和38年 石 井 光 三

昭和39～昭和41年 匂 坂 明 正

昭和42～昭和45年 渡 辺 　 静

昭和46年 西　 島　 多嘉平

昭和47～昭和48年 山 下 　 清

昭和49～昭和50年 鬼 頭 　 明

昭和51～昭和52年 小 峯 一 壽

昭和53～昭和56年 岩 澤 　 昭

昭和57～昭和58年 吉 村 新 一

昭和59～昭和60年 川 口 惠 一

昭和61～昭和63年 渡 邉 雄 司

平成元～平成 2年 庄 司 笑 子

平成 3～平成 4年 世 古 正 七

平成 5～平成 6年 内 田 絢 夫

平成 7～平成 9年 太 子 信 之

平成10～平成11年 藤 池 忠 夫

平成12～平成14年 五十嵐　 一　 武

平成15～平成16年 藤 井 繁 治

平成17～平成18年 増　 田　 貴史雄

平成19～平成20年 神 尾 義 敬

平成21～平成22年 宮　 下　 美由貴

平成23～平成24年 伊久美　 寿鶴子

平成25～平成26年 沓 間 智 彦

平成27～平成29年 井 上 雅 夫

平成30～令和 2年 糠 谷 康 弘

歴 代 学 校 長 歴 代 P T A ・ わ か ば 会 会 長

昭和22年 長谷川　 長太郎

（ 網代町PT A 会長）

昭和23年 佐 藤 国 造

昭和24～昭和25年 長谷川　 長太郎

昭和26年 八 代 喜 満

（ わかば会会長）

昭和27～昭和28年 佐 藤 国 造

昭和29年 平 井 三 郎

昭和30～昭和31年 岡 田 実 重

昭和32～昭和33年 堀 井 康 夫

昭和34～昭和35年 岡 田 実 重

昭和36～昭和37年 間 瀬 悦 基

昭和38年 川 口 　 衛

昭和39年 辻 　 浩 二

昭和40～昭和42年 山 中 直 実

昭和43～昭和44年 高 沢 高 嘉

昭和45～昭和46年 海 野 勘 次

昭和47～昭和48年 西  島  栄 三 郎

昭和49年 小 沢 和 美

昭和50～昭和51年 森 野 昭 光

昭和52～昭和53年 西 井 昌 弘

昭和54～昭和55年 川 口 　 衛

昭和56年 平 井 哲 朗

昭和57～昭和59年 石 山 安 信

昭和60～昭和62年 田 口 静 俊

昭和63～平成 2年 石 村 信 一

平成 3年 小 安 　 誠

平成 4年 海　 野　 喜之助

平成 5年 長谷川　 伸　 博

平成 6年 細 谷 佳 夫

平成 7年 長谷川　 伸　 博

平成 8年 内 田 孝 雄

平成 9年 大曽根　 歳　 郎

平成10年 長谷川　 伸　 博

平成11年 山 口 省 三

平成12～平成14年 加 藤 正 春

平成15年 藤 田 　 実

平成16年 水 野 秀 司

平成17年 聞 間 秀 人

平成18年 大曽根　 秀　 彦

平成19年 山 本 博 文

平成20年 聞 間 秀 人

平成21年 菊 地 賢 次

平成22年 朏 　 啓 徳

平成23年 中 井 英 明

平成24年 萩 原 辰 生

平成25年 菊 地 賢 次

平成26年 長谷川　 　 　 努

平成27年 日 吉 慎 次

平成28年 千 葉 英 晃

平成29年 朏 　 啓 徳

平成30年 大 川 雅 則

平成31年 海 野 弘 孝

令和 2年 杉 坂 亮 知
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歴 代 教 職 員

河 口 き よ （ 昭和11.  3. 31－昭和23.  3. 31）

柴 田 　 武 （ 昭和13.  3. 31－昭和22.  4.  1）

萩 原 中 庸 （ 昭和17.  3. 31－昭和22.  3. 31）

◎石 井 光 三 （ 昭和18.  3. 31－昭和23.  3. 31）

〃 （ 昭和37.  4.  1－昭和39.  3. 31）

早 川 澄 江 （ 昭和18. 10. 31－昭和22.  3. 31）

平 岩 　 茂 （ 昭和19.  9. 30－昭和23.  3. 31）

稲 本 清 子 （ 昭和19. 12. 31－昭和23.  3. 31）

○山 田 勝 男 （ 昭和20.  3. 31－昭和23.  3. 31）

杉　 本　 と も 江 （ 昭和20. 12. 31－昭和23.  3. 31）

中 村 利 之 （ 昭和21.  4. 30－昭和22.  3. 31）

落 合 美 重 （ 昭和21. 10. 15－昭和22.  3. 31）

下 川 春 枝 （ 昭和21.  9. 30－昭和24.  3. 31）

石 田 公 夫 （ 昭和22.  3. 31－昭和23.  3. 31）

上 原 咲 子 （ 昭和22.  3. 31－昭和26.  9. 30）

高 野 一 重 （ 昭和22.  5. 10－昭和24.  7. 10）

岩 沢 　 昭 （ 昭和22.  5. 15－昭和25.  3. 31）

〃 （ 昭和29.  4.  1－昭和37.  3. 31）

野 村 紀 正 （ 昭和22.  6. 15－昭和23.  3. 31）

中 島 久 雄 （ 昭和23.  3. 31－昭和24.  3. 31）

飯 田 　 直 （ 昭和23.  3. 31－昭和31.  3. 31）

稲 葉 　 賢 （ 昭和23.  4. 10－昭和25.  3. 31）

岩　 沢　 すみ江 （ 昭和23.  4. 10－昭和25.  3. 31）

寺　 田　 美代子 （ 昭和23.  4. 10－昭和25. 12. 31）

〃 （ 昭和26. 11.  1－昭和32.  8. 31）

高 島 　 肱 （ 昭和23.  4. 15－昭和35.  3. 31）

小 田 孝 子 （ 昭和23.  4. 15－昭和24.  3. 31）

◎福 田 和 雄 （ 昭和21.  3. 31－昭和23. 10. 31）

菊 間 義 之 （ 昭和21.  3. 31－昭和29.  3. 31）

鈴 木 公 寿 （ 昭和21.  3. 31－昭和22.  3. 31）

杉 山 康 子 （ 昭和21.  3. 31－昭和23.  3. 31）

山 口 司 二 （ 昭和24.  3. 31－昭和27.  4. 30）

小 林 洋 子 （ 昭和24.  4. 30－昭和27.  3. 31）

森　 田　 さ よ 子 （ 昭和24.  7. 31－昭和27.  3. 31）

島 田 せ ん （ 昭和24.  8. 31－昭和24. 10. 31）

海老名　 定　 男 （ 昭和24. 10. 31－昭和28.  3. 31）

寺 田 郁 夫 （ 昭和24.  3. 31－昭和24. 11. 30）

西 田 憲 子 （ 昭和24. 11. 30－昭和35.  3. 31）

◎島 田 千 秋 （ 昭和23. 10. 31－昭和26.  3. 31）

松 永 　 昭 （ 昭和25.  3. 31－昭和27.  3. 31）

仁 科 良 子 （ 昭和25.  3. 31－昭和26.  3. 31）

小 林 隆 子 （ 昭和25.  4. 30－昭和25. 11. 30）

三 宅 吉 次 （ 昭和25.  5. 31－昭和25. 12. 31）

佐 藤 綾 子 （ 昭和25.  8. 15－昭和26.  2. 28）

稲 穂 柳 子 （ 昭和26.  1. 16－昭和27.  3. 31）

福 沢 義 信 （ 昭和26.  2. 16－昭和26.  9. 30）

◎池 谷 善 寿 （ 昭和26.  4.  1－昭和28.  3. 31）

菊 間 　 勇 （ 昭和26.  4.  1－昭和30.  3. 31）

稲 村 愛 子 （ 昭和26.  4.  1－昭和27.  3. 31）

内 田 智 子 （ 昭和26.  4.  1－昭和27.  3. 31）

管 野 淑 子 （ 昭和26.  4.  1－昭和27.  3. 31）

田 巻 泰 光 （ 昭和27.  4.  1－昭和30.  3. 31）

浅 井 と し （ 昭和27.  4.  1－昭和29.  3. 31）

鈴 木 　 隆 （ 昭和27.  4.  1－昭和28.  3. 31）

増　 田　 みち子 （ 昭和27.  4.  1－昭和29.  3. 31）

田 村 真 一 （ 昭和27.  4.  1－昭和28.  3. 31）

安 立 寛 子 （ 昭和27.  4.  1－昭和27. 12. 31）

岩 崎 　 弘 （ 昭和27.  4.  1－昭和34.  3. 31）

内　 田　 美代子 （ 昭和27.  4.  1－昭和34.  3. 31）

土 谷 直 司 （ 昭和28.  1.  1－昭和36.  3. 31）

時 田 定 子 （ 昭和28.  1.  1－昭和29.  3. 31）

◎宮　 下　 俊一郎 （ 昭和28.  4 . 1－昭和32.  3. 31）

渡 辺 信 夫 （ 昭和28.  4 . 1－昭和38.  3. 31）

遠 藤 一 夫 （ 昭和28.  4 . 1－昭和36.  3. 31）

小　 林　 さ さ え （ 昭和28.  9.  1－昭和29.  3. 31）

芦 川 重 夫 （ 昭和28.  9.  1－昭和33.  3. 31）

柴 田 徳 子 （ 昭和29.  4.  1－昭和33.  3. 31）

浅 井 徳 政 （ 昭和29.  4.  1－昭和32.  3. 31）

新　 海　 やゑ子 （ 昭和29.  4.  1－昭和35.  3. 31）

矢 田 典 敬 （ 昭和30.  4.  1－昭和31.  3. 31）

小 川 泰 三 （ 昭和30.  4.  1－昭和31.  3. 31）

石 橋 冴 子 （ 昭和30.  4.  1－昭和33.  3. 31）

岩 本 正 之 （ 昭和31.  4.  1－昭和33.  3. 31）

長 沢 久 平 （ 昭和31.  4.  1－昭和32.  3. 31）

深 川 智 章 （ 昭和31.  4.  1－昭和31.  8. 31）

◎田 畑 宗 夫 （ 昭和32.  4.  1－昭和37.  3. 31）

森 野 　 務 （ 昭和32.  4.  1－昭和36.  3. 31）

小 林 　 蕃 （ 昭和32.  4.  1－昭和33.  3. 31）

今 井 嶺 子 （ 昭和32.  9.  1－昭和38.  3. 31）

○加 藤 銀 作 （ 昭和33.  4.  1－昭和40.  3. 31）

土 屋 信 子 （ 昭和33.  4.  1－昭和39.  3. 31）

荒 木 淑 江 （ 昭和33.  4.  1－昭和38.  3. 31）

平 井 義 久 （ 昭和33.  4.  1－昭和39.  3. 31）

鈴 木 丈 夫 （ 昭和33.  4.  1－昭和39.  3. 31）

沢　 木　 ヒ サ子 （ 昭和34.  4.  1－昭和37.  3. 31）

半 場 良 平 （ 昭和34.  4.  1－昭和41.  3. 31）

鈴 木 通 弘 （ 昭和35.  4.  1－昭和38.  3. 31）

菊　 地　 実枝子 （ 昭和35.  4.  1－昭和37.  3. 31）

金 田 昭 三 （ 昭和35.  4.  1－昭和35. 10. 16）

高 坂 真 一 （ 昭和36.  4.  1－昭和43.  3. 31）

校長◎教頭○

◎鬼 頭 　 明 （ 昭和37.  4.  1－昭和43.  3. 31）

〃 （ 昭和49.  4.  1－昭和51.  3. 31）

渡 辺 佳 徳 （ 昭和37.  4.  1－昭和44.  3. 31）

白 井 　 洋 （ 昭和37.  4. 16－昭和49.  3. 31）

山 口 　 艶 （ 昭和37.  9.  1－昭和50.  3. 31）

鍛 　 　 彰 （ 昭和37.  5.  1－昭和42.  3. 31）

小 花 明 子 （ 昭和38.  4.  1－昭和41. 11. 14）

瀬 戸 房 枝 （ 昭和38.  4.  1－昭和41.  3. 31）

朝 倉 信 子 （ 昭和38.  4.  1－昭和44.  3. 31）

山 田 倫 子 （ 昭和38.  4.  1－昭和39.  3. 31）

河　 原　 富士子 （ 昭和38.  8.  1－昭和46.  3. 31）

◎匂 坂 明 正 （ 昭和39.  4.  1－昭和42.  3. 31）

○山 田 　 叶 （ 昭和39.  4.  1－昭和44. 3. 31）

〃 （ 昭和52.  4.  1－昭和55.  3. 31）

勝 亦 喜 久 （ 昭和39.  4.  1－昭和43.  3. 31）

佐　 野　 かほる （ 昭和39.  4.  1－昭和43.  3. 31）

鈴 木 瑞 代 （ 昭和40.  4.  1－昭和43.  3. 31）

大　 石　 紀美代 （ 昭和40.  5.  1－昭和40.  7. 20）

小　 川　 美智子 （ 昭和40.  9.  1－昭和45.  3. 31）

◎太 子 信 之 （ 昭和41.  4.  1－昭和46.  3. 31）

〃 （ 昭和59.  4.  1－平成 2.  3. 31）

〃 （ 平成 7.  4.  1－平成10.  3. 31）

後 藤 　 勝 （ 昭和41. 11. 15－昭和43.  3. 31）

◎渡 辺 　 静 （ 昭和42.  4.  1－昭和46.  3. 31）

宇 城 正 紀 （ 昭和42.  4.  1－昭和46.  3. 31）

○大 館 　 清 （ 昭和43.  4.  1－昭和45.  3. 31）

鈴 木 盛 茂 （ 昭和43.  4.  1－昭和46.  3. 31）

足　 利　 みどり （ 昭和43.  4.  1－昭和45.  3. 31）

笠 原 啓 師 （ 昭和43.  4.  1－昭和47.  3. 31）

朝 倉 嘉 子 （ 昭和43.  4.  1－昭和45.  3. 31）

小 松 良 枝 （ 昭和43.  5.  1－昭和57.  3. 31）

村 山 　 要 （ 昭和44.  4.  1－昭和47.  3. 31）

久 保 満 信 （ 昭和44.  4.  1－昭和48.  3. 31）

木 下 虎 次 （ 昭和44.  4.  1－昭和48.  3. 31）

佐 野 悦 男 （ 昭和44.  4.  1－昭和49.  3. 31）

土 屋 幸 子 （ 昭和44.  9.  1－昭和44. 11. 18）

宇田川　 ひで子 （ 昭和45.  4.  1－昭和47.  3. 31）

佐　 野　 いづみ （ 昭和45.  4.  1－昭和46.  3. 31）

仁 藤 牧 子 （ 昭和45.  4.  1－昭和48.  3. 31）

安　 友　 みち子 （ 昭和45.  4.  1－昭和47.  3. 31）

○内 山 　 豊 （ 昭和45.  4.  1－昭和49.  3. 31）

紀　 村　 森太郎 （ 昭和45.  4.  1－昭和49.  9.  1）

紀 村 ソ ノ （ 昭和45.  4.  1－昭和49.  9.  1）

◎西　 島　 多嘉平 （ 昭和46.  4.  1－昭和47.  3. 31）

増 田 公 子 （ 昭和46.  4.  1－昭和48.  3. 31）

市 川 和 久 （ 昭和46.  4.  1－昭和47.  3. 31）

片 桐 慶 子 （ 昭和46.  4.  1－昭和48.  3. 31）

天 満 広 子 （ 昭和46.  4.  1－昭和47.  1. 16）

三 浦 恒 弘 （ 昭和46.  4.  1－昭和50.  3. 31）

篠　 原　 ち づ子 （ 昭和46.  9.  1－昭和49.  3. 31）

◎山 下 　 清 （ 昭和47.  4.  1－昭和49.  3. 31）

和 田 泰 子 （ 昭和47.  4.  1－昭和53.  3. 31）

八木橋　 幹　 夫 （ 昭和47.  4.  1－昭和53.  3. 31）

○戸 塚 裕 久 （ 昭和47.  4.  1－昭和54.  3. 31）

〃 （ 昭和63.  4.  1－平成 2.  3. 31）

二 見 マ リ （ 昭和47.  4.  1－昭和49.  3. 31）

吉　 岡　 真理子 （ 昭和47.  4.  1－昭和50.  8. 31）

寺　 川　 真知子 （ 昭和47.  4.  1－昭和49.  3. 31）

植 田 順 子 （ 昭和47.  4.  1－昭和49.  3. 31）

久保田　 信　 子 （ 昭和47.  4.  1－昭和48.  3. 31）

瀨　 戸　 ヒ サ子 （ 昭和47.  4.  1－昭和53.  3. 31）

有 田 孝 作 （ 昭和48.  4.  1－昭和50.  3. 31）

五十嵐　 富久美 （ 昭和48.  4.  1－昭和50.  3. 31）

川 合 洋 子 （ 昭和48.  4.  1－昭和51.  3. 31）

渡　 辺　 すみ江 （ 昭和48.  4.  1－昭和52.  3. 31）

三　 宮　 津也子 （ 昭和48.  4.  1－昭和50.  3. 31）

○吉 村 新 一 （ 昭和49.  4.  1－昭和52.  3. 31）

川　 村　 あけみ （ 昭和49.  4.  1－昭和51.  3. 31）

村 松 恵 子 （ 昭和49.  4.  1－昭和51.  3. 31）

渡　 辺　 と も 子 （ 昭和49.  4.  1－昭和50.  3. 31）

大川（ 村山）純枝 （ 昭和49.  4.  1－昭和54.  3. 31）

大 倉 睦 子 （ 昭和49.  4.  1－昭和51.  3. 31）

内 田 き ん （ 昭和49. 12.  5－昭和57.  3. 31）

塩 谷 徳 三 （ 昭和49.  9.  1－平成 7. 10. 26）

二 見 和 子 （ 昭和50.  4.  1－昭和55.  3. 31）

丸 尾 竹 仲 （ 昭和49.  4.  1－昭和54.  3. 31）

三 田 光 行 （ 昭和50.  4.  1－昭和56.  3. 31）

坪 井 広 美 （ 昭和50.  4.  1－昭和52.  3. 31）

水口（ 江崎）愛子 （ 昭和50.  4.  1－昭和54.  3. 31）

山 本 克 己 （ 昭和50.  9.  1－昭和51.  3. 31）

山　 本　 真理子 （ 昭和50.  4.  1－昭和55.  3. 31）

◎小 峯 一 壽 （ 昭和51.  4.  1－昭和53.  3. 31）

立 見 庸 子 （ 昭和51.  4.  1－昭和54.  3. 31）

松 本 瑞 江 （ 昭和51.  4.  1－昭和53.  3. 31）

山　 本　 利恵子 （ 昭和51.  4.  1－昭和54.  3. 31）

西 島 裕 子 （ 昭和51.  9.  1－昭和57.  3. 31）

椎 野 朱 美 （ 昭和51.  4.  1－昭和51.  8. 31）

菅 野 典 子 （ 昭和52.  4.  1－昭和59.  3. 31）

梅 田 泰 史 （ 昭和52.  4.  1－昭和58.  3. 31）

藤田（ 松永）琴恵 （ 昭和52.  4.  1－昭和56.  3. 31）

◎岩 澤 　 昭 （ 昭和53.  4.  1－昭和57.  3. 31）

森 下 　 智 （ 昭和53.  4.  1－昭和55.  3. 31）

中 江 与 長 （ 昭和53.  4.  1－昭和59.  3. 31）

鈴 木 瑞 恵 （ 昭和53.  4.  1－昭和57.  3. 31）

片 山 通 子 （ 昭和53.  4.  1－平成 2.  3. 31）

河野（ 柳橋）　 恵 （ 昭和54.  4.  1－昭和57.  3. 31）

渡 邉 　 充 （ 昭和54.  4.  1－昭和60.  3. 31）

〃 （ 平成 5.  4.  1－平成11.  3. 31）
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渡 邉 　 充 （ 平成28.  4.  1－平成29.  3. 31）

〃 （ 令和 2.  4.  1－令和 3.  3. 31）

仲 亀 智 子 （ 昭和54.  5.  1－昭和57.  3. 31）

長 嶋 清 恵 （ 昭和54.  4.  1－昭和58.  3. 31）

渡 辺 孝 奈 （ 昭和54.  4.  1－昭和58.  3. 31）

○原 田 幸 司 （ 昭和55.  4.  1－昭和60.  3. 31）

持 田 國 臣 （ 昭和55.  4.  1－昭和62.  3.  8）

岩 本 幾 美 （ 昭和55.  2. 13－昭和56. 12. 28）

大曽根　 静　 子 （ 昭和55.  4.  1－昭和56.  3. 31）

◎五十嵐　 一　 武 （ 昭和56.  4.  1－昭和63.  3. 31）

〃 （ 平成 6.  4.  1－平成 9.  3. 31）

〃 （ 平成12.  4.  1－平成15.  3. 31）

中 井 礼 子 （ 昭和56.  4.  1－昭和59.  3. 31）

田 神 嘉 子 （ 昭和56.  5. 20－昭和56. 12. 28）

◎吉 村 新 一 （ 昭和57.  4.  1－昭和59.  3. 31）

新 堀 由 美 （ 昭和57.  4.  1－平成 3.  3. 31）

〃 （ 平成15.  4.  1－平成18.  3. 31）

山 田 順 子 （ 昭和57.  4.  1－昭和60.  3. 31）

青 木 理 恵 （ 昭和57.  4.  1－昭和61.  3. 31）

梶 井 茂 美 （ 昭和58.  2. 10－昭和59. 11. 17）

〃 （ 昭和62.  4.  2－昭和63. 12. 28）

〃 （ 平成 1.  4.  1－平成 3.  3. 31）

稲 田 昌 子 （ 昭和57.  4.  1－昭和59.  3. 31）

御　 木　 まさ 子 （ 昭和57.  4.  1－昭和61.  3. 31）

甘　 粕　 みや子 （ 昭和57.  4.  1－昭和60.  3. 31）

山 本 愛 子 （ 昭和58.  4.  1－昭和59.  3. 31）

小 林 久 江 （ 昭和58.  4.  1－平成 1.  3. 31）

◎川 口 惠 一 （ 昭和59.  4.  1－昭和61.  3. 31）

後 藤 政 子 （ 昭和59.  4.  1－昭和63.  3. 31）

稲葉（ 田之倉）美保 （ 昭和59.  4.  1－昭和63.  3. 31）

○妹 尾 　 建 （ 昭和60.  4.  1－昭和63.  3. 31）

山 田 謙 次 （ 昭和60.  4.  1－平成 1.  3. 31）

〃 （ 平成11.  4.  1－平成14.  3. 31）

〃 （ 平成23.  4.  1－平成24.  3. 31）

森下（ 太田）洋子 （ 昭和60.  5.  2－昭和61.  8. 31）

鈴 木 　 一 （ 昭和60.  9.  2－昭和61.  3. 31）

山 田 文 子 （ 昭和60.  4.  1－昭和63.  3. 31）

〃 （ 平成13.  4.  1－平成16.  3. 31）

◎渡 邉 雄 司 （ 昭和61.  4.  1－平成 1.  3. 31）

髙 原 米 子 （ 昭和61.  4.  1－平成 4.  3. 31）

山仲（ 小松）かおり （ 昭和61.  4.  1－平成 5.  3. 31）

山 梨 律 子 （ 昭和61.  4.  2－昭和62.  3. 31）

来 栖 弘 子 （ 昭和61.  4.  1－平成 3.  3. 31）

長久（ 叶） 由美 （ 昭和62.  4.  1－平成 4.  3. 31）

渡 辺 　 保 （ 昭和63.  4.  1－平成 6.  3. 31）

松　 原　 実樹雄 （ 昭和63.  4.  1－平成 5.  3. 31）

小 川 康 子 （ 昭和63.  4.  1－平成 1.  3. 31）

佐 野 仁 美 （ 昭和63.  4. 15－平成 1.  3. 31）

河　 合　 稚加子 （ 昭和63.  8.  6－昭和63. 11. 14）

吉 田 俊 子 （ 昭和63.  4.  1－平成 3.  3. 31）

渡　 辺　 と し 子　 （ 昭和64.  1.  4－平成 1.  3. 31）

◎庄 司 笑 子 （ 平成 1.  4.  1－平成 3.  3. 31）

坂 本 貢 孝 （ 平成 1.  4.  1－平成 4.  3. 31）

菅 野 浩 之 （ 平成 1.  4.  1－平成 4.  3. 31）

○髙 石 文 夫 （ 平成 2.  4.  1－平成 6.  3. 31）

林　 　 　 エツ子　 （ 平成 2.  4.  1－平成 5.  3. 31）

◎世 古 正 七 （ 平成 3.  4.  1－平成 5.  3. 31）

中　 島　 洋一郎 （ 平成 3.  4.  1－平成 8.  3. 31）

鈴 木 智 子 （ 平成 3.  4.  1－平成 8.  3. 31）

河 合 宏 子 （ 平成 3.  4.  1－平成 5.  3. 31）

山 口 庸 子 （ 平成 3.  4.  1－平成 6.  3. 31）

榎 本 光 子 （ 平成 4.  4.  1－平成 7.  3. 31）

近 藤 惠 子 （ 平成 4.  4.  1－平成10.  3. 31）

神 戸 和 子 （ 平成 4.  4.  2－平成 5.  3. 26）

村 松 路 子 （ 平成 4.  4.  1－平成 7.  3. 31）

植田（ 古山）博子 （ 平成 4.  4.  1－平成 8.  7. 31）

◎内 田 絢 夫 （ 平成 5.  4.  1－平成 7.  3. 31）

本　 間　 万里子 （ 平成 5.  4.  1－平成11.  3. 31）

土 田 和 子 （ 平成 5.  4.  1－平成11.  3. 31）

佐 野 武 子 （ 平成 5.  4.  1－平成 7.  3. 31）

多田（ 松本）真由美 （ 平成 6.  4.  1－平成11.  3. 31）

加　 藤　 八重子 （ 平成 6.  4.  1－平成13.  3. 31）

○石 川 雅 信 （ 平成 7.  4.  1－平成11.  3. 31）

〃 （ 平成22.  4.  1－平成24.  3. 31）

竹 内 瑞 穂 （ 平成 7.  4.  1－平成 9.  3. 30）

椿　 　 　 美知子　 　（ 平成 7.  4.  1－平成 9.  3. 31）

深 澤 勝 義 （ 平成 7. 11.  6－平成 8.  3. 29）

山 本 吉 則 （ 平成 8.  4.  1－平成10.  3. 31）

井 村 恭 子 （ 平成 8.  4.  1－平成 9.  3. 30）

野 中 裕 子 （ 平成 8.  8.  1－平成10.  3. 30）

石 井 光 次 （ 平成 8.  4.  1－平成19.  3. 30）

○西 島 幹 人 （ 平成 9.  4.  1－平成11.  3. 31）

加 藤 悦 子 （ 平成 9.  4.  1－平成12.  3. 31）

本 多 聡 美 （ 平成 9.  4.  1－平成10.  3. 30）

安 養 祥 子 （ 平成 9.  4.  1－平成10.  3. 30）

◎藤 池 忠 夫 （ 平成10.  4.  1－平成12.  3. 31）

鈴 木 昌 宏 （ 平成10.  4.  1－平成15.  3. 31）

○國 原 尋 美 （ 平成10.  4.  1－平成15.  3. 31）

〃 （ 平成29.  4.  1－平成31.  3. 31）

渡　 邊　 小夜子　 （ 平成10.  4.  1－平成11.  3. 30）

西 島 洋 子 （ 平成10.  4.  1－平成19.  3. 30）

山　 本　 和香枝 （ 平成10.  4.  1－平成14.  3. 30）

○藤 田 　 理 （ 平成11.  4.  1－平成14.  3. 31）

村　 上　 みさ よ （ 平成11.  4.  1－平成13.  3. 31）

岩 瀬 好 幸 （ 平成11.  4.  1－平成14.  3. 31）

石原（ 渥美）比奈子 （ 平成11.  4.  1－平成14.  3. 31）

佐々木　 直　 美 （ 平成11.  4.  1－平成12.  3. 31）

高 野 和 美 （ 平成11.  4.  1－平成11. 10. 31）

高　 鳥　 こ ずえ （ 平成11. 11.  1－平成14.  3. 30）

新 崎 明 子 （ 平成11.  4.  1－平成11. 11. 30）

小 松 和 子 （ 平成11. 12.  1－平成12.  3. 31）

杉 山 恵 子 （ 平成12.  4.  1－平成16.  3. 31）

安 立 智 美 （ 平成12. 11. 16－平成13.  3. 31）

門　 松　 つる子　 　（ 平成12.  4.  1－平成13.  3. 31）

長谷川　 裕　 己 （ 平成13.  4.  1－平成16.  3. 31）

樋 川 寿 美　 （ 平成13.  4.  1－平成16.  3. 30）

〃 （ 平成22.  4.  1－平成24.  3. 30）

竹 部 正 子 （ 平成13.  4.  1－平成16.  3. 31）

○赤 堀 裕 子 （ 平成14.  4.  1－平成16.  3. 31）

戸 田 太 郎 （ 平成14.  4.  1－平成17.  3. 31）

今 福 美 樹 （ 平成14.  4.  1－平成20.  3. 31）

仲野（ 前田）さ おり （ 平成14.  4.  1－平成21.  3. 31）

山 本 永 子 （ 平成14.  4.  1－平成18.  3. 30）

◎藤 井 繁 治 （ 平成15.  4.  1－平成17.  3. 31）

小柳津　 友　 助 （ 平成15.  4.  1－平成18.  3. 31）

○道 下 幸 夫 （ 平成16.  4.  1－平成18.  3. 31）

杉　 﨑　 こ と み （ 平成16.  4.  1－平成19.  3. 31）

前 田 節 子 （ 平成16.  4.  1－平成18.  3. 30）

田 代 陽 佑 （ 平成17.  3.  8－平成18.  3. 30）

井　 上　 美智子 （ 平成16.  4.  1－平成18.  3. 31）

加　 藤　 八重子 （ 平成16.  4.  1－平成18.  3. 31）

◎増　 田　 貴史雄 （ 平成17.  4.  1－平成19.  3. 31）

鈴　 木　 さ く ら （ 平成17.  4.  1－平成19.  3. 30）

齊 藤 江 美 （ 平成17.  4. 28－平成20.  9.  1）

○高 野 　 新 （ 平成18.  4.  1－平成20.  3. 31）

青 木 智 浩 （ 平成18.  4.  1－平成20.  3. 31）

〃 （ 平成26.  4.  1－平成30.  3. 31）

小 林 義 幸 （ 平成18.  4.  1－平成21.  3. 31）

福　 原　 美由紀 （ 平成17.  4.  1－平成19.  3. 30）

小　 高　 たけ子　 （ 平成18.  4.  1－平成18.  7.  3）

梅 原 順 子 （ 平成18.  7.  3－平成21.  3. 31）

梶　 井　 ち かげ （ 平成18.  4.  7－平成19.  3. 30）

藤 本 貴 博 （ 平成18.  4.  1－平成19.  3. 30）

青 木 信 也 （ 平成18.  4.  1－平成19.  3. 30）

〃 （ 平成24.  4.  1－平成27.  3. 31）

◎神 尾 義 敬 （ 平成19.  4.  1－平成21.  3. 31）

渡　 邉　 総一郎 （ 平成19.  4.  1－平成23.  3. 31）

草　 野　 恵美利 （ 平成19.  4.  1－平成23.  3. 31）

太 田 有 紀 （ 平成19.  4.  1－平成23.  3. 30）

山　 根　 し のぶ （ 平成19.  4.  1－平成20.  3. 31）

高 橋 朱 里 （ 平成19.  4.  1－平成20.  3. 31）

山 田 志 穂 （ 平成19.  4.  1－平成20.  3. 31）

○露　 木　 いつよ （ 平成20.  4.  1－平成22.  3. 31）

佐 藤 正 和 （ 平成20.  4.  1－平成24.  3. 31）

正田（ 棚橋）奈穂子 （ 平成20.  4.  1－平成25.  3. 31）

遠 藤 恵 子 （ 平成20.  4.  1－平成22.  3. 31）

根 岸 政 子 （ 平成20.  4.  1－平成21.  3. 31）

山 本 麻 衣 （ 平成20.  4.  1－平成22.  3. 31）

◎宮　 下　 美由貴 （ 平成21.  4.  1－平成23.  3. 31）

坂　 本　 真由美 （ 平成21.  4.  1－平成24.  3. 31）

大 川 創 史 （ 平成21.  4.  1－平成22.  3. 31）

花 田 光 子 （ 平成21.  4.  1－平成22.  3. 31）

小宮山　 洋　 史 （ 平成22.  4.  1－平成25.  3. 31）

小 林 和 代 （ 平成22.  4.  1－平成23.  3. 30）

稲 葉 良 太 （ 平成22.  4.  1－平成25.  3. 31）

◎伊久美　 寿鶴子 （ 平成23.  4.  1－平成25.  3. 31）

佐　 藤　 加菜子 （ 平成23.  4.  1－平成24.  3. 30）

田　 中　 安里勢 （ 平成23.  4.  1－平成29.  3. 30）

山 田 愛 子 （ 平成23.  4.  1－平成29.  3. 31）

○金 子 公 彦 （ 平成24.  4.  1－平成25.  7. 17）

○大 島 尋 隆 （ 平成24.  4.  1－平成26.  3. 31）

〃 （ 平成31.  4.  1－令和 3.  3. 31）

増 田 佳 奈 （ 平成24.  4.  1－平成27.  3. 31）

道　 下　 沙央里 （ 平成24.  4.  1－平成26.  3. 31）

◎沓 間 智 彦 （ 平成25.  4.  1－平成27.  3. 31）

○片 桐 英 生 （ 平成25.  8. 21－平成29.  3. 31）

春 日 奈 月 （ 平成25.  4.  1－平成31.  3. 31）

瀨 戸 鷹 雄 （ 平成25.  4.  1－平成28.  3. 31）

石　 川　 奈津子 （ 平成25.  4.  1－平成26.  3. 31）

杉 村 秀 子 （ 平成26.  4.  1－平成26. 10.  4）

馬 島 啓 吉 （ 平成26. 10.  6－平成27.  3. 31）

加 藤 理 恵 （ 平成26.  4.  1－平成27.  3. 31）

野 村 幸 世 （ 平成26.  1.  5－平成27.  3. 31）

◎井 上 雅 夫 （ 平成27.  4.  1－平成30.  3. 31）

海津（ 角田）　 緑 （ 平成27.  4.  1－平成31.  3. 31）

村　 松　 巳代枝 （ 平成27.  4.  1－令和 2.  3. 31）

飯 塚 岳 臣 （ 平成27.  4.  1－平成28.  3. 31）

〃 （ 平成30.  4.  1－令和 2.  3. 31）

石　 井　 みどり （ 平成27.  4.  1－平成28.  3. 31）

土 屋 菜 々 （ 平成27.  4.  1－平成30.  3. 31）

戸　 田　 由美子 （ 平成28.  4.  1－令和 3.  3. 31）

鈴 木 悠 美 （ 平成28.  4.  1－平成30.  3. 30）

長　 津　 志穂里 （ 平成28.  4.  1－平成31.  3. 31）

中 村 美 王 （ 平成29.  4.  1－令和 3.  3. 31）

藤 本 幸 子 （ 平成29.  4.  1－令和 3.  3. 31）

西 島 　 彩 （ 平成29.  4.  1－平成30.  3. 31）

◎糠 谷 康 弘 （ 平成30.  4.  1－令和 3.  3. 31）

岸 　 貴 典 （ 平成30.  4.  1－令和 2.  3. 31）

滝　 澤　 かよ子 （ 平成30.  7.  2－令和 2.  3. 31）

藤 本 明 香 （ 平成31.  4.  1－令和 3.  3. 31）

蔦　 浦　 わか代 （ 平成31.  4.  1－令和 3.  3. 31）

小 松 雅 史 （ 平成31.  4.  1－令和 3.  3. 31）

前 田 利 宏 （ 令和 2.  4.  1－令和 3.  3. 31）

新 塘 尚 子 （ 令和 2.  4.  1－令和 3.  3. 31）
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卒 業 生 ・ 在 校 生 名 簿

昭和2 2 年度

森 野　 　 豐

内 田　 　 守

長谷川　  　 次

望 月 鋭 夫

細 谷 光 男

天 野　 　 清

森 野 哲 夫

是 村 盛 重

井 澤　 　 宏

小 泉 千 年

日 吉　 　 正

深 田 晴 彥

堀 井 利 衛

小 泉 元 一

田 村　 　 登

 川 錦 一

岡 地 光 利

森　 野　 市太郎

田 島 健 次

力 石 充 孝

大 根　 達　 男

石 橋 重 男

加  壽 一

森 野 知 治

山 本 正 義

長谷川　 正　 男

平 井　 　 彰

松　 田　 眞司郎

中 村 昭 次

森 野 典 治

明 心 曙 覽

遠  弘 保

 地 増 雄

中 村 備 文

鈴 木 貴 雄

梅 澤 治 雄

中 井 達 雄

聞 間 政 善

土 屋 輝 義

平 井　 　 明

多 比 賢 二

水 野　 　 薫

稻 葉 家 治

土 屋　 　 隆

宮 下 晴 和

内 田　 　 學

勝 木 敏 治

 間　 　 博

長谷川　 　 　 進

 野 保 義

福 井 謹 吾

鈴 木 三 郎

工 藤 正 和

渡 邊 敬 子

森 野 雅 子

福　 島　 美 子

平 井 勅 子

海　 野　 日出子

石 橋 冴 子

久志田　 八重子

下 田 英 子

辻 野 秋 江

木 村 聖 子

坂 口 幾 恵

森 野 知 子

田 村 米 子

岡　 田　  美子

行　 方　 伊津美

聞 間 定 子

山　 中　 き ぬ代

喜 地 伸 子

小　 澤　 美 子

堀 本 朱 實

森 下 照 代

靑 木 今 江

日比野　 久　 子

杉 野 絹 江

松 本 厚 子

下　 田　 三千代

山　 本　 千代子

喜　 地　 智保子

沼 田 享 子

朏　 　 絢 子

多 比 愛 江

前 田 和 子

 地 宏 子

森 野 良 子

小 澤 正 子

宮 本 晴 美

小 泉 久 枝

周 防 節 子

森 野 米 子

富　 岡　 し のぶ

諸  充 代

岡 崎 春 子

山　 田　 し ず江

納 屋 雅 子

深 田 豐 子

矢 口 綾 子

河 野 幸 子

田 中 君 子

森 野 久 代

與 座 武 子

 本 美 子

諸 菱 千 鶴

昭和2 3 年度

西 崎　 　 徹

内 田 司 郎

山 本 知 義

 地　 　 豊

水 野 正 美

田 中 庄 次

 井　 　 親

森　 野　 眞太郎

伊 東 尋 好

杉 山 廣 二

青 木 隆 司

佐 藤 惠 司

内 田　 　 直

 間　 　 巖

池 田 正 秀

田 中　 　 衛

今 西 宏 輝

望 月 勝 平

西 村 和 美

岩 澤　 　 清

岩 澤 素 夫

巻 本　 　 宏

喜 地　 　 武

森 野 元 廣

村 田 政 則

根 本 政 夫

米 山　 　 明

青 木　 　 正

杉 坂 義 英

辻 野　 　 正

田 村 廣 彥

田 村　 　  

仲 森　 　 実

増 田 信 正

田 中 擴 和

森 野 忠 雄

鈴 木 孟 彥

水　 野　 計太郎

石　 井　 敬一郎

大 竹 德 雄

井　 上　 皓一郎

水 野 弘 一

栗 田 福 夫

土 屋　 　 長

田 村 松 雄

小 泉　 　 昱

眞 田 忠 美

内 田　 　 浩

望 月　 　 茂

錣 山 二 郎

中 山 法 男

岡 田 栄 一

菊 間 一 光

渡 辺 治 正

竹 内　 　 崇

 間 武 治

青 木 一 正

川 口 文 男

木  義 康

上 家 清 藏

佃　 　 靜 枝

菊 地 子

深 澤 礼 子

髙 橋 礼 子

斉  政 子

森 野 絹 子

聞　 間　 美和子

菊 間 幸 子

岡 田 陽 子

小　 松　 須磨子

山　 口　 モト 子

中 山 幸 江

西　 村　 伊津子

河　 野　 宇多子

杉 坂 好 子

森　 野　 早智子

深 谷 光 子

 田 克 子

小 松 春 子

内 田 和 子

河 野 桂 子

聞 間 礼 子

玉 村 悦 子

岩 澤 菊 栄

 野 綾 子

内 田 睦 子

村 上 昌 代

西 村 絹 代

森 野 玉 江

松　 尾　 㐂久子

岡 本 迪 子

渡 辺 富 江

澤 村 久 子

田　 村　 ノ リ ヱ

堀　 井　 己佐子

原　 　 　 やゑ子

木 村 延 一

森 野 利 明

土 屋 達 美

河 野　 　 勇

行 方 康 晴

長谷川　 敬　 司

鈴 木 善 博

山 中 正 司

田 中 充 明

井 上 裕 剛

浜　 荻　 淳之助

斎 藤 渥 美

村 山 暢 彥

小 松 隆 男

平 井 哲 朗

吉 野 克 彥

深 澤 芳 雄

髙 橋 育 朗

小 松 昌 治

岩　 澤　 卯之助

水 野 利 一

佃　 　 武 彥

平 井　 　 孝

川 口　 　 衛

江 口 誠 一

大曽根　 照　 夫

川 口　 　 進

加 藤 秀 弘

諸 菱 哲 也

松 田 尚 男

森 野 孝 男

塩 谷 浩 一

小 松 真 澄

聞 間 利 之

堀　 井　 昭二郎

遠 藤 富 雄

水 野 茂 弘

納 屋 貞 男

西 村　 　 亘

岡 田　 　 仁

平　 井　 英一郎

菊 間 清 二

林　 　 桂 馬

高 橋　 　 清

齋　 藤　 栄之助

佐 藤 浩 二

田 中 英 一

森 野　 　 豊

岩 崎 幸 枝

内 田 紋 子

諸 菱 陽 子

内 田 文 代

栗 田 悦 子

下 田 裕 子

稲 葉 眞 子

石　 井　 富士江

海　 野　 たえ子

森 野 房 子

金 子 晶 子

内 田 育 代

青 木 里 江

岩 沢 政 子

森 野 綾 子

日 吉 要 子

北 宮 鈴 子

長 尾 隆 子

中 山 廣 子

菊　 地　 キミ 子

小 松 邑 江

深 澤 節 子

杉　 本　 美津子

平 井 公 子

岡 地 益 美

小 島 治 美

片 山 良 子

聞 間 節 子

堀 井 綾 乃

天　 野　 満里子

河 野 絹 代

北　 宮　 知惠子

内 田 楠 子

喜 地 洋 子

小 澤 葉 子

川 口 絹 代

内 田 一 代

小 澤 郁 子

杉　 野　 多智子

西　 村　 さ い子

鈴 木 貞 枝

仲 森 益 枝

前 田 政 子

岡 崎 德 子

藤 本 逸 子

村 山 晴 枝

長谷川　 悦　 子

余　 増　 あき の

深 澤　 　 茂

林　 　 律 子

平 井 晴 代

森　 野　 富美子

石 山 照 江

平 井 幸 子

野 口 静 枝

北 宮 晴 子

山 口 朝 子

中 島 和 子

細 谷 英 子

森 野 孝 子

西 島 康 江

堀 内 久 子

鈴　 木　 あい子

原　 　 絹 江

大 川 春 子

鈴 木 文 子

能 島 総 子

昭和2 4 年度

 田 治 雄

諸 菱  松

八 代 喜 正

田 村 義 道

村 田 惠 一

森 野 鉄 雄

是　 村　 嘉四郎

田 村 道 夫

植 田 光 男

大　 川　 嘉久次

富 岡　 　 弘

鈴 木 義 雄

小 泉　 　 勉

堀 口 栄 一

森 野 政 則

岡 田 幸 德

岡 田　 　 要

森 野　 　 拓

寺 田 禮 三

遠 藤 勝 雄

森 野 正 吉

辻 野 克 雄

諸 星 勝 年

堀 本　 　 守

 井 俊 一

河　 口　 桂之助

西 崎 保 秀

山 本 忠 良

富 岡 範 次

森　 下　 富美雄

藤 田 揵 一

細 谷 陽 一

朏　 　 博 之

森　 野　 善二郎

山 下　 　 稔

辻 野 昌 治

森 野 昌 芳

山 本　 　 豊

中 村　 　 隆

飯 田 栄 作

西 村 安 司

星 野 保 光

岡 田 幸 雄

深 谷　 　 守

森 野 勝 美

水 野 晴 義

山 本 和 政

太 田 唯 芳

日  　 　 篤

増 田 靜 江

森 野 節 子

片 山 一 惠

小 川 節 子

杉 野 篤 子

石 川 清 子

内 田 敏 枝

森　 下　 左津子

稲 葉 光 子

西 島 浜 子

深　 澤　 き みゑ

坂 口 輝 代

増　 田　 よし 江

田　 口　 美保子

内 田 実 子

山 本 妙 子

福 島 君 子

岡 田 美 苗

水 野 福 惠

澤　 村　 ふみ子

藤 田 充 代

山 本 勝 美

水 野 明 子

小 松 靜 江

井 澤 淑 惠

諸 菱 伯 子

石　 槁　 惠美子

菊 間 常 子

聞　 間　 まさ 子

石 村 文 鏡

河　 野　 圭佐子

平 井 照 代

細 谷 幸 江

中 村 晴 美

田　 中　 嘉智子

山 本 悦 子

力 石 則 子

宮 本 妙 子

浜 萩 愛 子

米 山　 　 栄

細 谷 福 代

稲 葉 靜 江

楠　 　 　 みどり

菊　 間　 比奈子

尾 谷 道 子

前 田 則 子

 田 悦 子

渡　 辺　 なみ子

関 野 芳 江

内 田 秀 子

村 上 敏 子

昭和2 5 年度

今　 西　 日出夫

森 野 光 穩

浅 香 恭 一

片 山 利 彦

蓮 井　 　 直
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昭和2 6 年度

望 月 純 順

勝 木 正 行

西 村 育 夫

望 月 英 暢

玉 置　 　 博

森 野 兼 雄

伊 東 博 之

八 代　 　 弘

是 村 武 文

森 野 敬 運

長谷川　 　 　 弘

長谷川　 利　 夫

下 田 晃 男

西 山 義 昭

抱 井 忠 晃

小 泉 達 男

大 川　 　 豊

小 松 一 平

梅 澤　 　 武

森 野 和 美

塩 崎 照 雄

水 野 陽 弌

澤 村 正 勝

水　 野　 幸太郎

河 野 政 信

森 下 満 治

古 屋　 　 進

堀 内 光 久

根 本 勝 夫

内 田 雅 良

福 島 正 朋

山 本 兵 衛

深 澤　 　 幸

榎　 　 愛 子

杉 坂 幸 江

下 田 常 子

増 田 綾 子

内 田 純 江

渡 邊 洋 子

荒　 川　 知惠子

森 野 君 枝

鈴 木 陽 子

小 松 利 子

塚 田 洋 子

澤 村 久 枝

荒 川 政 江

佐 藤 静 子

内 田 晴 江

中　 村　 彌栄野

榎　 　 洋 子

長谷川　 和　 子

森 野 當 子

菊 間 逸 子

細 谷 初 代

岡 本 隆 子

須　 藤　 ト モ子

石 山 末 枝

寺 田 公 惠

長谷川　 寛　 子

西 村 早 苗

山 本 敦 子

小 泉 隆 子

水 野 友 江

平 井 昭 惠

田 村 裕 子

菊 間 昭 惠

青 木 ヨ シ

濱 荻 光 江

鳳 　 　 翠

西 村 史 子

山 口 裕 子

日比野　 照　 代

聞 間 要 子

新 井 晴 子

白 橋 康 江

辻 野 紘 江

河　 口　 喜久子

内 田 和 子

露　 木　 眞奈子

斉 藤 準 子

 田 信 子

菊 間 美 鈴

中 村 啓 子

昭和2 7 年度

鈴 木 房 男

田 村 英 祐

小 泉 保 夫

岡 地 普 吾

森 野 文 義

富 岡 健 作

深 澤 吉 藏

平 井 友 治

山 本 正 勝

増 田 健 一

遠 藤 重 雄

水 野 武 彥

平　 井　 俊之助

諸 星 次 郎

河 野 忠 司

 田　 　 敏

河 野 国 雄

西 島 和 夫

宮 本　 　 彰

日比野　 　 　 久

小 川 征 雄

深 田　 　 昇

前 田　 　 誠

塚 田 慶 一

金 子 眞 二

長谷川　 靖　 則

岩 澤 喜 久

森 野 健 司

青 木 政 信

田 中 秀 征

聞 間 武 信

北 宮 征 男

水 野 一 昭

望 月 喜 夫

佐 藤 純 一

森 野 一 男

深 澤 祐 安

小 圷 晴 彥

金　 子　 總之助

小 松 孝 治

川 口 敏 昭

富 岡 友 春

仲 森　 　 栄

蓮 井 勝 典

菊 間 正 行

諸 菱 昌 昭

川 口 靖 則

堀 本 洋 子

 　 原　 由紀子

杉 野　 　 薫

岩 澤 信 江

星 野 規 子

髙　 橋　 由利子

増 田 栄 子

西 澤 節 子

遠　 藤　 登美子

石　 井　 喜代子

塩 谷 好 乃

太 田 君 江

森 野 弘 子

西 村 安 代

中　 村　 さ よ子

鈴 木 孝 子

喜 地　 　 眸

田 村 桂 子

長 尾 和 子

諸 菱 淳 子

岡 田 益 栄

岡 田 香  

諸　 菱　 美津枝

髙　 木　 美保子

堀　 江　 紀美子

久志田　 フ ジエ

土 屋 演 子

田 村 玲 子

西　 崎　 由起子

片 山 み ち

片 山 ち よ

髙　 浜　 香代子

村 山 郁 子

石 村　 　 公

菊 地 惠 子

片　 山　 伊代子

土　 屋　 惠美子

石 井 康 美

渡 辺 菊 枝

 田 郁 世

豊 田 陽 子

小　 澤　 美津子

内 田 綾 乃

石 村 正 栄

堀　 井　 登喜子

平 井 征 子

木 村 千 鳥

長谷川　 佐惠子

西 村　 　 侑

天 野 京 子

昭和2 8 年度

平 井　 　 靖

加 藤 辰 夫

堀 井　 　 將

一寸木　 誠　 一

勝 木 春 信

上 田 敏 男

森 野 悦 朗

大 田 凱 夫

米 山 俊 幸

菊 間 幸 典

日 吉 和 男

水 野 璋 男

稲 葉 雅 也

大 川 一 博

小 松 幸 延

河 野 忠 雄

富 岡 充 男

鈴 木 義 則

石 井 史 朗

小 松 義 明

塩 谷 榮 二

堀 井 隆 行

河 野 和 雄

塩 崎 榮 二

菊 地 理 一

勝 木 年 治

山 本 忠 勝

森 野 武 彥

勝 木 義 輝

森　 野　 登美男

鈴 木 幸 一

田 中 政 一

中 山 信 一

坂 本 元 之

吉 田 愼 一

久保田　 純　 敬

西 村 亮 一

大 川　 　 勉

鈴 木　 　 昇

田 口　 　 榮

石 山 安 信

杉 坂　 　 直

森 川 晴 夫

望　 月　 巳木夫

木 部 眞 克

深 澤 勝 幸

岡 田 伸 一

菊 地 隆 治

内 田 英 喜

西 嶋 宣 幸

髙 橋 光 春

山 本 征 和

野　 口　 喜一郎

長谷川　 捷　 二

森 野 勝 彥

下 田 士 郎

下 田 浩 陸

富 岡　 　 求

岩　 澤　 愛二郎

水 野 好 輝

藤 田 秀 夫

平 井 紀 之

中 村 恒 博

鈴 木 善 成

内 田 隆 二

澤 村 君 男

行 方 洋 之

吉 田 正 幸

豊 川 弘 子

佃　 　 敏 子

柴 田 節 子

森　 下　 香代子

古 屋 孝 子

能 島 通 子

米　 山　 由利子

内 田 早 苗

伊　 東　 千加江

内 海 照 江

藤　 田　 富士子

荒 川 初 枝

平 井 幸 子

水　 野　 津也子

深 澤 早 苗

濱　 　 充 子

菊 間 陽 子

鈴 木 榮 子

林　 　 浩 子

水　 野　 知保美

坂　 本　 由利子

山 本 德 子

西 嶋 共 子

栗 田 幸 子

沼　 田　 みや子

深 田 安 子

菊　 間　 壽美江

髙　 杉　 美智子

河 野 芳 子

君 塚 伸 子

杉 坂 智 子

田 中 信 子

菊 間 直 江

森 野 嬉 子

細 谷 和 子

土 屋 英 子

中 山 幸 子

花 井 幸 枝

石　 井　 マスミ

細　 谷　 加代子

内 田　 　 泉

下 田 勝 子

鞠　 子　 登美江

管 野 逸 枝

稲 葉 悦 子

田 村 昭 子

森 野 陽 子

杉 本 政 江

氏　 家　 美榮子

宮　 下　 加津代

小 松 洋 子

植 田 宣 子

大曽根　 敏　 子

是 村 幸 代

内 田 照 子

山 本 豊 子

吉　 田　 千惠子

石　 山　 加代子

菊 間 健 子

喜　 地　 百合子

岡 地 昭 枝

井　 上　 美登里

森 野 妙 子

中　 村　 美代子

深　 澤　 まさ い

昭和2 9 年度

菊 間 晴 一

小 泉　 　 豊

佐 藤 信 彥

岡 田 政 美

中 村 東 治

豊 川 弘 菖

田 村 征 士

中 山　 　 進

中 井 勇 一

鈴 木　 　 衛

森　 安　 悠紀夫

岡 本 善 明

聞 間　 　 健

青 木 孝 男

岡 田 利 明

森 野 臣 雄

森 野 一 興

水 野 忠 義

鈴 木　 　 明

塩 谷 勝 俊

岩 澤　 　 勝

荒 川　 　 武

聞 間 正 昭

土 屋 滿 男

齋 藤 輝 男

石 井 八 束

増 田 英 機

岩 澤 朝 昭

石 井 義 男

望 月 武 博

堀 井 正 弘

長谷川　 和　 夫

菊 地 元 一

伊 藤 恭 稔

田 中 芳 一

細　 谷　 喜美男

北 宮 光 男

福 島 滉 始

齋 藤 光 司

岩 澤 保 夫

深 澤　 　 衛

髙 橋　 　 宏

水　 野　 まさ 子

吉　 野　 テル子

森　 野　 ひろ 江

森 野 文 子

須 田 祐 子

鈴 木 敦 子

岩 澤 芳 子

大 根　 聖　 子

森 野 壽 子

森 下 陽 子

寺　 田　 左千子

力 石 禮 子

岡 田 圭 子

細　 谷　 あや子

森 野 政 江

長谷川　 晴　 海

青 木 慶 子

榎　 　 　 佳代子

小 泉 靖 子

近 藤 君 代

根　 本　 喜久代

森 野 由 枝

金 子 知  
藤 田 功 子

山 田 智 子

髙　 橋　 多 子

須 藤 孝 子

荒 川 澄 江

松　 尾　  美子

上 田 恒 子

菊 間 幸  
内 田 尭 子

古 屋 幸 子

小 柳 福 代

水　 口　 千佐子

小 川 和 重

片 山 棯 子

喜 地 紘 子

平　 井　 美和子

大 川　 　 榮

佐 藤 悦 子

河 野 絹 枝

久 田 君 代

聞 間  子

土　 屋　 よし 江

内　 田　 多 子

髙 杉 厚 子

榎　 　 勝 代

森　 野　 喜美子

森 野 久 江

村 山 芳 乃

沼　 田　 ひで子

納 屋 清 子

加 納 春 子

北 宮 敬 子

星 野 昌 子

森 野 英 子

岩 澤 信 子

諸 菱 陽 子

昭和3 0 年度

鈴 木　 　 巖

諸 菱 昭 彦

堀 田 和 弘

森 野 正 弘

大 川 勝 己

森 野　 　 孝

鈴 木 正 男

西 村 勝 弥

金　 子　 淳二郎

聞 間 秀 行

多 比 正 和

木 村　 　 勝

抱 井 元 義

長谷川　 輝　 政

堀 井 健 二

石 井 一 八

田 中 利 明

栗 田 正 敏
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寺 田 幸 雄

雲 田 忠 量

内 田　 　 茂

田 中　 　 宏

菊 間 靖 之

鈴 木　 　 武

平 井 正 宏

斉 藤　 　 登

福 井 峯 男

田 村　 　 央

遠 藤　 　 武

平 井 靖 則

菊 間 正 弘

村 田 信 治

小 泉　 　 勲

森 野 光 敏

佃　 　 和 重

平 井 忠 弘

能 島　 　 誠

川 口 正 弘

渡 辺 尤 价

森 野 徹 雄

蓮 井　 　 公

水 野 勝 弘

内　 田　 五十二

長谷川　 伸　 博

長谷川　 　 　 務

鈴 木 英 敏

田 中　 　 進

田 中 敏 文

西　 島　 し づ子

加 藤 佳 子

石 井 英 枝

佐 藤 三 鈴

小 島 貞 子

海　 野　 こ と 代

小 川 澄 江

西 村 浩 枝

岡　 地　 久美子

塚　 田　 美智子

岡 田 和 子

菊　 地　 まさ 江

金 田 泰 代

石 村 禮 子

森　 野　 はま子

富 岡 雅 子

森 野 光 代

水　 野　 比佐代

望 月 夏 子

渡 辺 順 子

辻　 野　 芙佐子

石　 橋　 みち子

伊 東 玲 子

森 野 澄 子

水 野 秀 子

岡 田 定 子

中　 島　 喜美江

塩　 崎　 芙美子

松　 原　 美知子

石 井 捷 子

下 田 公 子

平 井 孝 子

平 井 槙 子

辻 野 紀 子

荒 川 慶 子

深 沢 厚 子

浜 荻 保 代

久保田　 ますみ

片 山 富 子

久保田　 輝　 子

森　 野　 智津子

稲 葉 和 恵

山 田 敦 子

辻 野 早 苗

山 下　 　 幸

片 山 功 子

沢 村 敏 枝

塩　 谷　 千佐代

平 井 安 子

鈴 木 静 子

塩 谷 静 子

土 屋 保 代

渡 辺 節 子

林　 　 邦 子

河　 野　 多恵子

昭和3 1 年度

宮 下 武 彦

日 吉 常 昭

古 屋　 　 裕

小 泉 喜 男

山 中 勝 男

長谷川　 豪　 夫

岡 田　 　 章

岩 澤 勝 義

平 井 泰 義

菊 間 惟 臣

土　 屋　 準之助

米 山　 　 勉

鈴 木 邦 敏

杉 野　 　 豪

堀　 井　 勝三郎

菊 間　 　 進

深 澤 賢 三

村 田 忠 司

藤 田 光 利

望 月　 　 勇

森 下 悦 至

森 野 静 男

中 村 敏 雄

天 野　 　 章

森 野　 　 章

小 澤 延 幸

青 木 秋 夫

山 口 達 男

岩 井　 　 宏

鈴 木　 　 滿

堀 江 義 彰

内 田 國  
聞 間　 　 元

小 安 孝 次

中 井 信 廣

土 屋　 　 右

山 本　 　 勉

君 塚 光 利

水 野 光 雄

小 松　 　 敬

田 村 勇 二

土 屋　 　 通

尾 谷 正 昭

渡 邊 信 夫

水 野 充 惠

小 松 智 惠

坂　 本　 登代子

内 田　 　 茂

小 林 鉄 子

井 上 玲 子

是 村 静 代

杉 野　 　 忍

荒　 川　 美惠子

水 野 和 代

中　 野　 千代子

髙 濱 祥 子

岩 澤 定 子

堀 井 幸 惠

髙 橋  子

青 木 智 惠

花 井 照 子

田 村 洋 子

森　 野　 ふさ え

鈴 木 光 代

吉　 田　 惠美子

岩 澤 佳 子

小 川 律 子

豊 川 弘 順

沼 田 宣 子

堀　 本　 し のぶ

田 口 克 子

石 井 美 園

小 松 勝 子

增　 田　 美代子

小 泉 叙 子

稲 葉 春 子

菊　 間　 千津子

古 屋 典 子

青　 木　 佳代子

是　 村　 喜美代

宮 澤 啓 子

山 本 静 代

岩 澤 里 子

昭和3 2 年度

水 野　 　 壽

平 井 照 夫

植 田 正 男

中 村 正 勝

喜　 地　 眞一郎

菊 間 芳 男

平　 井　 純之助

力 石　 　 勝

岩 澤　 　 梓

細 谷　 　 明

寺 田　 　 守

富 岡 正 昭

岡 田　 　 修

太　 田　 新之助

諸 菱　 　 彌

勝 木 省 三

杉 坂 楠 治

岩 澤 秀 樹

岡 崎 恭 文

前 田　 　 創

塩 谷 春 喜

西 崎 洋 子

坂 本 智 子

上 田 祥 子

鞠　 子　 わか代

岩 澤 勝 子

加　 藤　 八重子

島　 田　 フ ミ 子

神 崎 榮 子

菊　 地　 みさ 江

澤 田 聰 子

高 橋 光 子

伊　 藤　 ト ヨ 子

水 野 照 實

平 井 元 子

菊 間 勝 惠

菊 地 美 苗

丸 山 弘 子

内 海 智 江

町 田 彰 子

金 子　 　 榮

森　 野　 欣之助

寺 田 勝 彦

水 野 宗 三

森 下 博 吉

長谷川　 　 　 滿

喜 地 克 之

大曽根　 　 　 實

長谷川　 　 　 俊

稲 穗　 　 努

日 吉 惠 幸

澤 村　 　 隆

坂 口 義 克

田 村 好 勝

鈴 木　 　 滿

内 田 高 芳

菊 間 一 雄

森 野 治 芳

岡 本 利 治

岩 澤 治 二

西 村　 　 敏

森 野 三 信

富　 岡　 與志子

岡 﨑 純 子

望 月 勝 惠

河　 野　 美津枝

岡 田 道 子

岡　 田　 美智子

森 野 宮 子

長谷川　 明　 美

堀　 田　 榮美子

辻 野 悦 子

大　 川　 三枝子

平 井 敏 子

青 木 美 苗

中 山 章 子

佐 藤 恭 子

荒 川　 　 瞳

大　 川　 よし 子

昭和3 3 年度

森 野 一 巳

鳳　 　 洋 文

佐 藤 芳 利

岡 地 長 幸

堀 内 和 久

下 田 靭 彦

海　 野　 喜之助

中 山 正 治

森 野 嘉 男

村 田 克 美

髙　 橋　 哲次郎

青 木 孝 夫

小 川　 　 明

鈴 木 明 憲

内 田 博 文

古 屋　 　 昭

平 井 紀 男

抱 井　 　 澄

石 山 敏 明

蓮 井　 　 敏

山 岡 好 勝

森 野 康 孝

石 村 信 一

荒 川 英 一

小 松 寛 朗

荒　 川　 慎一郎

長谷川　 禎　 雄

森 野 平 磨

内 藤 俊 一

内 藤　 　 昇

水 野　 　 實

木 下 芳 範

田 村 幸 子

中 山 光 代

髙 野 礼 子

向 笠 朝 子

太　 田　 由紀子

富　 岡　 と し 子

堀　 井　 小夜子

望　 月　 喜代美

岩 井 雅 子

松 原 桂 子

杉 野 勝 美

杉 野 郁 江

渡 辺 碧 子

内 田 朝 子

藤 田　 　 進

深 澤　 　 實

鈴 木　 　 寛

森　 野　 幸太郎

星 野 嘉 夫

菊 間 昭 夫

森 野 千 明

髙 橋 房 夫

髙 橋　 　 陽

沢 村 英 孝

森 野 重 一

森 野 壽 夫

古 屋 郁 郎

石 井 義 博

是 村 和 夫

岩 澤 正 美

菊 地 助 治

鈴 木 智 晴

石 井　 　 洋

土 屋 和 年

坂 本 清 治

小 松 正 明

藤 田 昭 春

西 島　 　 實

榎　 　 重 信

山 中 喜 明

山 本 典 一

山 本 信 明

木 村 正 幸

聞 間 由 行

森 野 隆 雄

山　 田　 まり 子

平　 井　 美智子

村　 山　 眞利子

櫻 井 和 子

岡 田 朝 美

西　 村　 美袮子

聞　 間　 眞知子

田 中 初 枝

白　 井　 喜代美

菊 間 康 子

御　 木　 賀世子

杉 野 隆 子

野 口 芳 江

杉 本 啓 子

昭和3 4 年度

下 田　 　 節

杉 本 隆 好

日 吉 良 和

内　 田　 陽一朗

辻 野 新 吾

小 泉 敏 明

森 野　 　 豊

石 渡 一 輔

豊 川 弘 安

久保田　 直　 義

吉 田 年 雄

深 澤 和 雄

菊 地　 　 均

土 屋　 　 貢

岡 田　 　 進

菊 間　 　 尚

石 橋 義 克

川　 口　 基一郎

石 井 久 之

渡 辺 隆 良

石 井 昭 男

海 野 克 盛

斧 尾 祥 子

菊 間 園 江

西 村 陽 子

小　 泉　 みや子

鈴　 木　 美彌子

村 上 秀 子

深　 澤　 玖美江

余 増 純 子

平　 井　 千枝子

内 田 節 子

萩 原 幸 子

日 吉 君  
菊 地 治 美

古 屋 芳 美

望 月 公 子

小 松 達 美

田 口 妙 子

富 岡 幾 代

勝 木 春 子

土　 屋　 ふさ 江

齋  　 　 茂

平 井　 　 優

水 野　 　 清

水 野 泰 雄

深 田 公 治

福 井 哲 次

河 野 武 雄

菊 間 弘 好

内 田 隆  

石 村 和 徳

阿 路 純 夫

須 藤 俊 明

菊 間　 　 清

澤 田 隆 良

髙 野 千 明

田 村 千 明

細 谷 佳 夫

内 田 一 成

岩 澤 信 五

細　 谷　 喜久二

寺 田　 　 誠

田　 村　 美枝子

納　 屋　 由豈子

西 村 育 子

鈴　 木　 満喜枝

塩　 谷　 美津子

森 野 光 子

草 薙 艶 子

細 谷 清 美

周 防 温 子

堀 井 孝 代

山 田 愛 子

上　 田　 利 子

杉 野 芳 子

深 田 幸 子

青 木 隆 子

渡 辺 和 子

深 澤 初 枝

廣 瀨 町 子

水 野 一 代

鞠　 子　 登志江

宮 下 和  
鈴 木 安 美

山 口　 　 茂

大曽根　 菊　 夫

金 子 憲 司

田 村 正 明

西 島 厚 夫

中 山 節 雄

小 松 和 芳

喜 地　 　 堯

喜 地　 　 淳

伊 東　 　 洋

岡 田　 　 暢

喜 地 秀 文

青 木 正 美

片 山 千 尋

平 井 公 男

梅　 澤　 清太郎

鈴　 木　 富次夫
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岡 田 賢 一

河 野　 　 進

御 木 正 敏

小 松 博 之

能 登 幸 子

森 野 香 苗

林　 　 絹 子

水 野 英 子

青　 木　 由紀江

周 防 啓 子

神 崎 照 代

中 山 啓 子

菊 間 初 惠

小 澤 鈴 子

鈴　 木　 と き 子

長谷川　 英　 子

田 村 弘 子

栗 田 惠 子

中 井 朝 美

三　 枝　 美代子

太 田 悦 子

森　 野　 つや子

青　 木　 貴代子

菊 間 照 子

聞 間 弓 子

吉 沢 正 爾

遠 藤 勝 夫

古 山 邦 夫

坂　 本　 千津江

小 河 淳 悦

昭和3 5 年度

内 田 道 男

增 田　 　 貴

森 野　 　 衛

土 屋　 　 玄

森 野 素 之

楠 篤

古 屋 敬 一

浜 荻 修 次

多 比　 　 隆

岡 田　 　 了

小 泉 春 雄

堀 井　 　 勉

岩 澤 典 男

田 中　 　 正

土 屋　 　 茂

田 中 克 己

鈴 木 文 男

大 木 將 召

鈴 木 俊 一

小 安 恭 代

森 野 一 子

高 浜 洋 子

岡 田 恊 子

堀　 江　 美和子

菊　 間　 あさ 子

尾　 谷　 扶知子

北 宮 恒 子

平　 井　 美佐子

内 田 弓 子

聞　 間　 千惠子

森 野 慶 子

内 田 子

森 野 明 美

塩　 谷　 勢津子

櫻　 井　 美知子

村 田 和 子

西 島 光 惠

荒 川 德 子

中　 山　 き ぬ子

藤 田 福 江

岸　 本　 美江子

增　 田　 久美子

堀　 井　  由美

中 山 君 代

石 村 洋 子

村 田 節 子

鈴　 木　 はつ江

真 田 義 廣

平 井 澄 夫

星 野 友 竹

小 島 正 信

坂 本 信 行

杉 坂 信 房

平 井 祥 雄

森 野 礼 三

中 村 和 則

杉 本 隆 夫

水 野 千 昭

浜 野 敏 夫

山 本 忠 雄

田 村　 　 猛

星 野 準 次

西 村 順 二

土 屋 敏 治

望　 月　 一志郎

多 比 悦 子

木 村 隆 子

山 本 芳 美

西　 村　 よし 子

野　 口　 喜久江

山　 本　 き ぬ代

西 島 衣 子

北 宮 伸 子

石 山 篤 子

田 中 陽 子

下 田 槙 子

金　 子　 かをる

杉 本 文 代

雲　 田　 加代子

松 井 公 子

稲　 葉　 ちゑこ

村　 田　 みち代

大曽根　 政　 江

岩 澤 和 子

佐 藤 良 子

伊　 藤　 チヱ子

村 山 貞 惠

渡 辺 晴 代

菊　 間　 千代子

長谷川　 延　 子

日  孝 江

喜 地 晴 美

澤　 村　 ふく よ

伊　 東　 登志子

田 村 数 雄

加 藤 正 春

海 野 恭 平

岡 田 進 俊

塩 崎 克 夫

森　 　 治 太

稲 葉 孝 司

森 野　 　 博

平 井　 　 実

牧 野 健 一

森 野 克 夫

菊 地　 　 明

菊 間 政 司

小 松 祥 男

杉 野  志

川 口 研 次

山 本　 　 正

 田 錠 司

小 松 初 枝

花 井 和 子

岩 沢 泰 子

西　 崎　 貴久代

岩 沢 静 子

内　 田　 喜美江

辻　 　 恭 子

山 岡 典 子

大 川 芳 美

内　 海　 美保子

木　 下　 三枝子

西　 原　 ちづる

小　 川　 美知代

若 井 英 子

中　 山　 美知子

澤 村 和 子

岩 井 佳 子

大 川 人 美

岩 澤　 　 茂

田　 村　 佐夜子

塩 谷 伸 子

堀 井 礼 子

鈴　 木　 由美子

長谷川　 攝　 子

田　 村　 千佐子

稲　 葉　 佳代子

抱 井 敏 枝

日比野　 ちづ子

森　 野　 志津代

杉 本 克 巳

小 川 典 子

山 本 初 枝

昭和3 6 年度

田 村 勇 太

田 村　 　 豪

山 本 芳 久

鈴 木 隆 興

周 防 喜 一

青 木 宣 治

平 井 修 一

田 村 進 一

中 山 厚 雄

平 井 道 廣

茅 野 千 治

坂 本 正 幸

平 井 良 幸

余 増 隆 寛

水 野 克 行

岡 田　 　 大

森 野 静 治

小 松 正 敏

豊 川 弘 閏

森 野 伸 一

内 田 敬 治

細　 谷　 祥一郎

榎　 　 芳 明

田 中 克 久

澤 村 正 則

杉　 野　 由紀子

稲 穗　 　 操

森 野 隆 子

大 川 和 子

御 木 道 子

太 田 貴 代

斧　 尾　 満千子

山 下 礼 子

森 下 雅 代

古 屋 啓 子

山 田 悦 子

内  信 子

水 野 芳 子

聞 間 洋 子

海 野 博 子

内　 田　 るり 子

渡 辺 悦 子

小 泉 静 子

青　 木　 千代野

細　 谷　 みどり

三田村　 高　 子

江 口 雪 美

深 田 時 子

三 井 保 代

久保田　 道　 子

山 本 妙 子

山 田 幸 男

岩 澤 信 行

下 田 文 夫

荒 川 誠 次

杉 野 五 郎

渡 邊  明

海 野 秀 行

杉 坂 勝 則

大 上 壽 文

平 井 正 典

深 澤　 　 進

菊 間 正 直

中 山 潤 司

松 原 秀 男

市 川　 　 進

森 野 常 男

榎 本 静 雄

水 野 直  

菊 間 宣 昭

水 野　 　 均

西　 村　 克太郎

三 枝 和 夫

西 村 哲 雄

中 山　 　 茂

菊 間　 　 充

松 島 英 人

石 村 幸 子

内 海　 　 泉

小　 島　 美保子

水 野 晴 枝

富 岡 照 子

岡　 田　 ふみ代

辻 野 久 子

高 橋 和 代

増　 田　 まさ 子

小 松 好 子

深 澤 敏 子

内 田 豊 子

森　 野　 香代子

森 野 寛 子

川　 口　 佐江子

平 井 光 子

喜 地 和 代

小　 松　 由紀子

日比野　 敬　 子

村 上 啓 子

稲 益 美

田　 村　 佳代子

松 井 和 江

望 月 薫 子

多 比 静 香

森 野 茂 子

山 本 政 江

昭和3 7 年度

聞 間 孝 好

岡 地　 　 孝

若 井 久 男

御 木 信 敏

菊 間　 　 等

山 本 五 雄

富 岡 一 男

田 村 貞 俊

加 藤　 　 明

田 村　 　 満

石 渡 幸 作

田 村 勝 夫

岩 澤 春 雄

田 村 昭 次

伊 藤 敬 一

水 野 治 男

小 泉　 　 茂

川 口　 　 隆

石　 井　 佐千代

小 松 法 子

大曽根　 静　 子

小 安 静 子

内 田 順 子

稻　 葉　 二三子

中 村 幸 江

内  京 子

内 田 繭 子

内 田 直 美

荒 川 益 代

稻　  　 さ と み

深 澤 安 代

塩 谷 孝 子

平 井 孝 子

西 村 光 代

中 山 静 代

多　 比　 いづみ

岩 澤 初 枝

森　 野　 美知子

深 澤 静 代

 　 間　 宇多子

林　 　 直 子

荒 川 君 代

鈴 木 明 恵

田 村 誠 治

青 木 好 宣

村 田 正 幸

小 泉 修 次

間 瀬 真 行

山 中 文 明

小 安 正 行

澤 田 哲 男

中 村　 　 力

内 田　 　 充

堀 井　 　 誠

田 中 真 次

塩 﨑 茂 男

齋 藤 秀 昭

海 野 恒 男

稻  咲 男

水 野　 　  
西 村　 　 功

岩 澤　 　 将

水 野 富 枝

杉 本 幸 子

杉　 坂　 百合子

牧　 野　 貴和子

杉 坂 温 枝

森　 野　 はつ枝

須　 藤　 あや子

岩 澤 公 子

伊 東 照 子

木　 下　 かおる

田　 村　 多恵子

岡 田 美 子

 　 井　 登志子

岡 田 千 里

大 川 好 子

小　 松　 恵利子

鈴 木 洋 子

日　 吉　 千栄子

小 川 絹 子

町 田 年 子

石　 村　 万里子

村 田 孝 恵

西 原 徳 子

森 野 敏 子

岡 部 壽 雄

山 本 初 美

昭和3 8 年度

竹 本 幹 男

田 中 茂 夫

鈴 木 孝 男

上 田 伸 男

櫻 井 忠 一

岸 本 洋 一

杉 野　 　 潔

杉 本 真 一

青 木 孝 俊

大曽根　  　 郎

周 防 鉄 夫

山 本 克 正

 間 芳 治

西 崎 和 伸

松 原 正 美

中 澤 栄 二

内 田 忠 美

川 上 秀 明

森 野 明 人

 地 重 人

増 田 利 之

杉　 野　 広太郎

 井 博 治

山 岡 秀 子

稻 穂 早 苗

小 松 昭 子

海　 野　 左千子

勝　 木　 みどり

水　 野　 恵利子

増 田 和 江

聞　 間　 由美子

西　 村　 由美子

間 瀬 公 子

村 田 千 鶴

渡　 邊　 紀美江

内 田 明 子

雲 田 恒 子

森　 野　 真喜子

水 野 教 子

坂 本 美 雪

森　 　 幸 江

田 口 治 美

田　 村　 と し 江

小 島　 　 泉

稻 葉 芳 幸

星 野 晴 次

菊 地　 　 忠

菊 間　 　 亨

西 島 則 雄

川 口　 　 勉

長谷川　 　 　 厚

山 本 孝 史

太 田 正 孝

土 屋 和 明

川 口 和 明

田 村 盛 男

山 本 嘉 之

塩 谷 孝 之

田 村 明 孝

中 山 弘 文

聞 間 邦 夫

尾 澤　 　 勉

細 谷 正 雄

市 川　 　 猛

内 田 哲 男

八 代 政 文

村 山 和 男

下　 田　 夫左子

菊　 地　 勢津子

内 田 紀 江
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山　 本　 由美子

川 口 島 子

岩 澤 香 苗

 間 悦 子

海 野 憲 子

濵　 野　 よし 子

大 川 寛 子

田 村 浜 代

森 野 光 枝

斧　 尾　 三恵子

三 橋 真 弓

田　 村　 由美子

小　 松　 真知子

山　 中　 恵美子

小　 松　 さ かえ

村 田 明 美

国 本 裕 代

山 川 和 光

昭和3 9 年度

稻 穂　 　 力

細 谷 修 次

聞 間　 　 実

久保田　 祥　 男

阿 路 正 徳

水 野　 　 隆

村 田 秀 秋

田 中 正 美

内 藤 厚 男

森 野 雅 光

西 村 昭 次

小 安 清 之

小 松 崇 朗

岡 田　 　 真

堀 井 一 雄

渡 邊　 　 宏

内 田 浩 一

源　 　 　 己之助

西 島　 　 茂

菊 間　 　 渉

富 岡 俊 明

鈴 木 秀 之

菅 原 一 憲

沖 山　 　 博

町　 田　 佳志子

森　 野　 美和子

田 中 次 恵

森 野 道 代

澤 村 美 子

森 野 弘 美

 　 薙　 かよ子

 川 妙 子

小 泉 明 美

村 田 千 鶴

 　 間　 恵利子

高 橋 順 子

青 木  子

御　 木　 みち子

中 村 早 苗

鈴 木 育 代

山 田 恵 子

西 島 祥 子

松　 井　 真樹子

西　 村　 真理子

竹 本 滋 子

小 島 由 照

澤 村　 　 正

内　 藤　 富士夫

渡 邊 明 宣

渡 邊 千 博

岩 澤 利 治

岡 田 隆 幸

渡 邊 孝 彦

三 枝 靖 夫

日比野　 賢　 一

渡 邊 昭 光

寺 田 弘 光

土 屋 静 治

齊 藤 芳 行

森 野 恭 司

 田 道 明

豊 川 弘 吉

西 島　 　 昇

片　 山　 純一郎

伊  　 　 広

大 川　 　 肇

木 下 信 弘

山 本　 　 修

山 田 和 子

是 村 夕 美

岡 田 容 子

正　 木　 久美子

 地 智 子

深　 澤　 美智子

大 上 か よ

高　 野　 ひろ み

山　 口　 恵美子

平 井 裕 子

田 村 吉 野

町 田 逸 子

田 村  子

水　 野　 富士子

西　 村　 あけみ

小　 松　 千賀江

濵 荻 美 苗

辻　 　 　 佳恵子

森　 野　 佐恵子

中 山 澄 子

昭和4 0 年度

澤 田 恵 市

周 防 德 久

内 海　 　  

山 中 清 光

鈴 木　 　 勉

西 村 孝 之

山 本 睦 男

多 比 治 喜

西 原　 　 啓

菊 間 一 夫

内 田 茂 人

深 澤 克 実

田 村 克 実

櫻 井 敏 郎

喜 地　 　 進

正 木 利 一

喜 地 勝 也

沖 山　 　 守

上 山 正 人

堀　 井　  貴美

古 屋 智 美

村 上 貴 子

磯 野 淳 子

荒 川 貞 子

榎　 　 　 由美子

鈴 木 一 子

高 橋 益 代

田 村 恵 子

小　 松　 一二三

稲 葉 敦 子

富　 岡　 百合子

山 本 玲 子

吉　 田　 喜美恵

伊 東 光 好

田 村 正 敏

西 村 一 男

土 屋 春 樹

山 本　 　 淳

三 橋 広 海

古 屋　 　 宏

海 野 展 之

小 泉　 　 清

長谷川　 　 　 亨

村 田　 　 猛

平 井 松 己

川 口　 　 保

森 野 裕 之

大 上 憲 文

森 野　 　 伸

石 渡 滋 夫

稲 葉 悦 子

山　 本　 眞喜子

小　 安　 美智子

中 山 治 美

藤　 田　 眞佐子

岸　 本　 智枝子

土 屋 礼 子

中　 澤　 三千子

川　 口　 加寿子

土　 屋　 美貴恵

堀 井 千 秋

信 木 敏 江

岩 澤 絹 枝

内 田 好 子

岡 地 正 江

昭和4 1 年度

海 野 洋 一

森 野　 　 茂

杉 野 信 宏

 地 光 治

 木 良 進

田 中 和 人

三　 井　 三千夫

土 屋 克 実

小 松 克 実

細 谷 竜 彦

森 野　 　 琢

田 中　 　 清

岡 田　 　 映

内　 海　 健太郎

松 尾 滋 之

澤 村 康 彦

森 野 直 巳

岡 田　 　 修

内 田 之 代

間　 瀨　 依久子

岡　 部　 勢津子

小 松 順 子

田　 村　 伊都子

小 松 玲 美

内　  　 佐季子

海　 野　 真喜江

 間 恵 子

小 島 真 澄

中　 山　 ひと み

松　 井　 登貴子

中 村 晴 美

西 原 福 子

森　 　 　 登美枝

田　 村　 五十鈴

内 田 京 子

西　 島　 由美子

工　  　 伊都子

聞　 間　 美登里

 原　 　 進

澤 村 治 之

村 上　 　 敬

伊  二 男

山 本 秀 人

杉 本 公 治

鈴 木　 　 功

平 井 徹 也

川 口　 　 隆

原　 　 　 賢一郎

西 村 芳 徳

平 井 正 明

岡 地 良 樹

 間 長 治

川 口　 　 進

久 田 公 明

片 山 真 人

渡 邊　 　 徹

小 安 陽 子

田　 村　 恵美子

山 本 光 代

勝　 木　 百美子

山　 岡　 美登里

山 本 隆 子

中　 山　 まゆみ

岡 野 靖 子

岡 地 恭 子

森　 野　 すみ子

石　 井　 千加枝

水 野 智 子

田 中 良 子

小　 島　 三代子

雲　 田　 千恵子

大 川 昌 子

内 田 得 子

堀　 井　 ひろ み

田 村 陽 子

昭和4 2 年度

鈴 木 寿 治

中 村 正 美

須 田 真 司

堀 井 勝 美

内 山 雅 清

星 野 竹 光

富 岡 隆 之

岡 田 利 幸

角 田 佳 一

荒 川　 　 武

青 木 和 夫

河 野　 　 隆

西 村 茂 典

三田村　 　 　 巧

山 田 邦 広

内 藤 雅 宏

田 村 淳 司

平 井 洋 子

岩　 沢　 伊都美

大 川 寿 子

土　 屋　 美枝子

小　 安　 久美子

中 山 祥 子

岡 地 和 恵

吉　 田　 恵利子

山 中 淳 子

菊 間 和 恵

土　 屋　 恵利子

山　 本　 いずみ

海 野　 　 淳

坂 本 茂 明

野 坂 正 行

渡 辺　 　 裕

森 下　 　 稔

川 上 正 大

小 安 千 明

西 村  三

高 橋 正 典

山 中 茂 典

榎　 　 寿 治

杉 山 俊 二

磯 野　 　 寛

田 村 寿 治

富 岡 真 一

竹 本　 　 圴

勝 木 幸 俊

山 本 明 美

三 枝 雪 子

川　 口　 みどり

石 川 素 子

小 沢 準 子

古 屋 恵 子

喜 地 清 子

滝 村 容 子

小　 松　 美保子

大 川 潤 子

宇田川　 育　 代

山 本 則 子

植　 松　 美恵子

昭和4 3 年度

小 柳　 　 厚

鈴 木 俊 彦

稲 穂　 　 篤

鶴 田　 　 伸

鈴 木　 　 弘

木 部 克 美

富 岡 真 人

水 野 秀 之

服 部 真 人

青　 木　 美乃留

大 川　 　 達

中 井 広 和

大 上 清 和

小 松　 　 忍

細 谷 国 昭

渡 邊 明 彦

米 山 芳 美

加 納 啓 子

池　 田　 志津代

多 比 明 美

藤 田 篤 子

水 野 礼 子

山　 田　 百合子

山 本 浩 子

鈴　 木　 佳代子

水 野 法 子

川　 上　 波留美

大　 川　 美江子

沼　 　 繁 美

小 沢 由 美

田　 村　 由紫乃

川 口 智 子

土　 屋　 眞理子

三 枝 京 子

牧 野 和 世

喜 地 裕 美

村 上 由 子

角 田 京 子

稲 葉 孝 廣

渡 邊 行 廣

富 岡 篤 美

菊 間 雄 介

小 松 謙 次

鈴 木　 　 有

原 雅

西 澤 英 己

森 野 秀 樹

田 中 由 起

内 田 実 夫

内 藤 義 広

武 石 元 一

石 山　 　 勝

岡 田 敬 三

深 澤 俊 治

澤 田 幸 子

菊 地 良 子

中 澤 栄 子

勝　 木　 知栄子

松　 尾　 喜美子

二　 宮　 も と 江

岡　 田　  里子

下　 田　 美恵子

中　 村　 二三四

瀨 戸 美 子

三　 橋　 こ ずえ

斉 藤 靖 子

深　 澤　 眞由美

小 安 啓 子

内 田 早 苗

内 田 亜 子

青 木 眞 琴

田　 村　 眞理香

福　 井　 由美子

伊 藤 美 乃

久 保 京 子

昭和4 4 年度

岡 野 広 宣

松 島 保 仁

西 島 廣 之

山 口 善 朗

小 沢 勝 法

宮　 崎　 富士夫

日比野　 達　 郎

聞 間 孝 久

菊 地 伸 之

土 屋 泰 彦

鈴 木　 　 力

松 井 憲 彦

深 田 千 尋

多　 田　  知子

佐　 藤　 冨士子

鈴 木 敦 子

田　 村　 愛由美

鈴 木 康 代

水　 野　 伊豆美

青 木 詩 子

山 本　 　 忍

菊 地 桂 子

細　 谷　 く るみ

岡 田 孝 代

茂 木 健 二

内 田 光 敏

川 口　 　 勝

小 川 義 夫

濱 田 泰 男

小 松 保 元

富 岡 雄 二

菅 原　 　 基

岡 崎　 　 寿

長谷川　 孝　 芳

喜 地 利 郎

中 沢 正 晴

下 田 孝 江

菊　 地　 ひと み

石 村 広 美

水　 野　 利恵子

山 本 泰 子

古 屋 文 子

雲 田 清 美

中 村 博 子

松 本 恭 子

岡　 田　 千栄子

河 野 陽 子

内　 藤　 恵美子
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昭和4 5 年度

青 木 哲 男

加 納 幸 広

細 谷 克 俊

 田 法 彦

田 内 利 一

大 川 孝  

大 川　 　 修

瀧 村 昭 定

鈴 木 秀 彦

内 田 明 夫

石 山　 　 均

中 山 美 鈴

平 井 房 恵

日　 吉　 美衣子

斎  寿 子

内 田 清 美

平 井 芳 乃

䉤 田 祥 世

松 尾 衣 代

山　 本　 真喜子

山　 口　 美智子

 田 弥 生

中 村 圭 江

榎 本 鈴 江

小 柳 明 美

納 屋 滋 美

古 屋 幸 子

鈴 木 ル ミ

中 山 寿 康

小 松 道 範

古 屋 進 一

濱 荻 仁 志

下　 田　 賢一郎

水 野 文 彦

植 松 美 昭

村 田 和 興

鶴 田　 　 訓

山 田 通 孝

荒 川 和 実

水 野　 　 緑

内 田 典 代

土 屋 滋 美

水 野 悦 子

勝　 木　 伊都子

西　 澤　 麻有子

池 田 昌 代

高 橋 利 恵

青 木 光 子

田 村 佳 子

富　 岡　 美恵子

杉 山 淑 子

米 山 栄 子

川　 口　 三枝子

三 枝 玲 子

山　 中　 亜由子

長谷川　 好　 子

昭和4 6 年度

中 井　 　 誠

西 島 育 男

小　 澤　 紳一郎

久 田 千 治

多 田 浩 次

長谷川　 賢　 一

河 野 哲 也

村 田 恭 男

是 村 一 彦

服 部 真 紀

石 井　 　 求

水 野 弘 行

榎　 　 治 成

久 保 徳 子

鈴　 木　 美由紀

野 田 和 江

斎 藤 広 美

石　 井　 由美子

内 田 由 美

井 原 民 恵

村 山 厚 子

木 部 優 子

喜　 地　 智恵美

海 野 倫 子

水 野 和 子

菊 地 勝 代

鈴 木 宏 美

西　 島　 あつ子

福　 井　 こ ずえ

田 島 高 幸

菊 地 勝 義

鈴 木　 　 勝

岡 田 嘉 康

田 中 和 彦

水 野 祐 治

徳 田 鉄 也

工　 藤　 千加夫

菊 地 和 明

田 村 長 治

浜 荻 高 行

藤 田 文 安

須 田 哲 義

佐 藤 祐 司

西　 島　 勢津子

青 木 ま き

聞 間 美 幸

小 松 良 美

小　 島　 さ ゆり

森　 野　 ちか子

周　 防　 千代子

岩 沢 朋 子

富　 岡　 小夜子

森　 下　 由紀子

細 谷 明 子

山 本 敬 子

武 藤 洋 子

深 沢 徳 美

藤 田 育 子

昭和4 7 年度

細 谷 清 貴

土 屋 正 孝

菅 原 浩 之

長谷川　 和　 広

森 野 嘉 之

古 屋　 　 努

多 田 芳 和

石 村 厚 実

田 中 隆 文

眞 田 明 朗

是 村　 　 豪

杉 本 康 浩

土 屋 忠 久

望 月 伸 夫

田 中　 　 稔

小 松 直 樹

村 上　 　 義

日 比 弘 美

菊　 地　 久美子

水　 野　 由起子

中 村 明 子

深　 田　 由美子

青 木 明 代

澤　 村　 まなみ

坂 本 明 枝

長谷川　 享　 子

神　 原　 満紀子

村 田　 　 緑

川 口 美 幸

菊　 地　 万亀子

岩 沢 善 明

村 山 政 幸

遠 藤　 　 孝

石 川 利 英

菅 原　 　 高

八 代 喜 一

中 沢 俊 治

青 木 一 永

植 松 美 次

中　 井　 八十実

佐 藤 晋 也

細 谷 光 明

諸 星 善 宏

水 野 泰 弘

細 谷 伸 広

沢　 村　 由起夫

関　 　 　 多佳史

鈴 木　 　 守

仲 森 貴 子

薮 田 朱 美

野 村 佳 子

土 屋 篤 子

平 井 由 美

下 田 明 江

水 野 恭 子

村 田 良 子

大　 川　 紀代美

河　 野　 し のぶ

山 口 孝 代

石　 山　 和加恵

田 村 浩 美

岡 地 美 栄

昭和4 8 年度

山 本 喜 伸

荒 川 祥 伸

鈴 木　 　 透

藤 田 信 司

西 村 弘 久

工 藤 昭 久

山 田　 　 実

狩 野　 　 真

片 山 雅 明

小 松 宰 児

村 山 一 彦

菊 地 慶 一

水 野 年 雄

菊 間 忠 之

服 部 洋 紀

遠 藤 正 浩

小　 島　 寿実男

根 本 茂 代

遠 藤 輝 美

岡 田 幸 子

石 垣 貞 子

力 石 芳 子

中 山 雅 代

田 村 裕 子

周 防 三 恵

中 井 幸 子

山 中 真 澄

多　 田　 勢津子

菊 間 尚 美

岡 田 勝 義

納 屋　 　 久

山 田　 　 昇

西　 島　 左千夫

鈴 木 康 彦

石 井 光 次

田 村 晃 男

高 田 信 一

水 野 泰 徳

片 山　 　 学

勝 木 一 義

河 野 卓 也

喜 地 雅 隆

長谷川　 　 　 智

菊 地 和 彦

角 田 桃 子

長谷川　 香　 澄

山 中 恵 子

浜 荻 敦 子

大 川 文 誉

水 野 清 美

西　 井　 小百合

森　 野　 由紀子

野　 田　 多美子

浜 田 恵 子

 　 田　 みはる

西　 嶋　 ゆかり

周　 防　 千華子

昭和4 9 年度

水 野 秀 司

佐 藤 浩 之

深 澤 伸 司

山 本 博 文

真 田 英 之

小 松 浩 章

諸 菱 克 実

川 口 光 晴

土 屋 寿 彦

寺 田　 　 直

土 屋 伸 浩

諸 星 益 夫

下 田  由

小　 松　 かおり

鈴　 木　 きよみ

米　 山　 みどり

瀬 戸 清 美

古 屋 由 美

田　 中　 安里勢

仲 森 光 江

杉 本 清 美

 田 深 雪

植 松 美 幸

野 村 京 子

山　 本　 和香枝

田 村 由 美

岩 沢 節 子

聞 間 治 彦

岩 澤 茂 人

小　 澤　 健次郎

鈴 木　 　 智

是 村 賢 次

川 口 昌 広

柳 本　 　 勲

澤 村 文 男

中 村 秀 明

鈴 木　 　 剛

田 中 秀 樹

菊 間 信 浩

斎 藤 英 人

辻 野 映 仁

松 尾　 　 緑

田　 村　 寿実子

青 木 正 恵

伊 藤 雅 美

水 野 真 美

長谷川　 千代子

岩　 澤　 かおり

青　 木　 以津美

森 下 敦 子

藤 田 栄 子

聞　 間　 喜美代

荒 川 明 美

根 本 明 枝

平 井 晴 美

昭和5 0 年度

中 井 雅 和

納 屋 真 人

斉 藤 正 則

平 井 幸 夫

内 田 克 己

松 尾 道 一

森 野　 　 滋

林　 　 和 雄

森 野 達 弥

中 村 寿 彦

神 原　 　 浩

田 中 昌 彦

遠 藤 弘 和

森 下　 　 勉

川 口 達 弥

山 本 敏 之

菊 地 明 美

福 井 千 春

内 田 恵 子

石 井 祥 子

細　 谷　 さ ゆり

狩　 野　 木綿子

沼　 　 　 千代美

村　 山　 寿美佳

小　 澤　 里佳子

水 野 詩 子

菊 地 和 枝

北 宮 正 恵

深　 田　 麻待子

聞 間 崇 士

是 村　 　 勝

稲 葉 克 也

長谷川　 　 　 孝

多 比 善 朗

三 田 信 吾

武 石 文 弥

関　 　 　 聖次郎

武 田　 　 修

小 柳 秀 喜

仁 田 直 嗣

菊 地 祥 典

菊 地 賢 次

稲 葉 寛 安

西 嶋 俊 二

沢 村 明 美

森 野　 　 薫

中 山 弓 子

多　 田　 千賀子

太 田 祥 子

西　 村　 加代子

小 松 延 江

菊 間 恵 美

前 田 孝 枝

岡 田 昌 恵

鈴 木 久 代

内 田 照 美

小　 泉　 千あき

菊 地 利 佳

昭和5 1 年度

大曽根　 秀　 彦

 田 正 男

遠 藤 光 広

日比野　 　 　 隆

森 野　 　 亨

天 野　 　 初

森 野 千 尋

田 中 宣 成

水 野 貴 志

鈴 木　 　 隆

田 村 伸 広

川 口　 　 功

山 田 光 明

植 松 美 則

森 野 宏 史

長谷川　 　 　 努

望 月 直 美

小　 圷　 みどり

村 田 典 子

岡 田 理 沙

中　 井　 由香里

向 芝 留 美

水　 野　 ゆき 枝

井 原 弘 恵

栗　 田　 美恵子

山 本 孝 代

鈴 木 正 美

河 野 明 実

中　 山　 ユリ コ

荻 原 辰 生

片 山 千 治

星 野　 　 浩

西 村 千 秋

中 山 夕 一

小 松 和 也

西 村 和 年

諸 菱 千 浩

大 川 弘 康

藤 田　 　 実

水 野 伸 之

内 田 博 之

内 田 保 之

青 木 城 治

水 野　 　 修

山 口 照 代

榎 本 千 加

塩 谷 恵 子

辻 野 厚 子

山　 中　 真奈美

細 谷 礼 子

斉　 藤　 美奈子

荒 船 早 苗

土　 屋　 真由美

水 野 妙 子

森 野　 　 泉

抱 井 美 恵

森　 下　 美恵子

深 沢 律 子

昭和5 2 年度

小 島 好 彦

鈴 木 敏 之

仲 森 博 久

田 中　 　 勉

藤 田 長 治

星 野 雅 俊

荒 川 奉 之

石 垣 和 宏

菊 間 良 訓

堀 内 政 彦

聞 間 善 則

聞 間 秀 人

平 井　 　 剛

森 野　 　 敦

鈴 木 明 彦

田 村 澄 香

塩 谷 美 徳
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菊　 間　 し のぶ

田 中 和 子

遠　 藤　 ますみ

川 口 孝 枝

小 松 明 美

森 野  子

森　 野　 利佳子

木 部 昌 之

多 比　 　 充

西 村 寿 彦

辻 井 丈 夫

小 澤 久 弥

森 野　 　 淳

佐 藤 康 吉

吉 野 浩 二

古 屋 智 行

小 泉 純 也

諸 菱 正 典

辻 野 孝 浩

浦　 田　 美樹夫

大 川 雅 則

桑 原 博 之

田 村 洋 美

田 中 佳 苗

西 村 英 美

林　 　 　 香緒利

髙 田 明 子

菊 間 有 子

周 防 直 子

内 田 多 恵

細 谷 礼 美

木 村 英 美

昭和5 3 年度

菊 地 隆 雄

西 井 弘 明

土 屋 勇 二

内 田 武 彦

高 濱 正 成

田 村 正 典

天 野　 　 正

山 口 友 一

水 野 晴 之

日比野　 克　 敏

稲 葉 伸 一

小 島 実 重

田 中 洋 志

周　 防　 隆一郎

渡 邊 公 孝

中 村 義 彦

山 本 良 明

渡 邊 賢 志

梅 澤 里 朱

山 口 千 賀

植 松 陽 子

菊 地 智 恵

村 田 文 枝

辻 野　 　 恵

石　 村　 美智代

川　 口　 満智子

小 松 美 香

浦 田 由 季

水　 口　 みゆき

石　 井　 三枝子

辻 井 哉 子

水 野　 　 恵

齋 藤 春 子

佃　 　 徳 子

聞　 間　 まゆみ

田　 中　 利穂子

昭和5 4 年度

吉 田 晴 郎

北 宮 雅  

高 久 浩 士

鈴 木 義 徳

片 山　 　 圭

内 田 哲 也

吉 野 亮 三

山 本　 　 賢

西 村　 　 光

青 木 雄 一

水　 野　 謙一郎

田 村　 　 守

森 野　 　 泰

加 藤　 　 薫

内　 田　 のり 子

鈴　 木　 美智江

大 川 孝 子

水 野 明 美

古 屋 智 江

森 野 貴 子

聞　 間　 由佳利

根 本 美 喜

槇　 　 孝 子

塩　 谷　 美和子

木 部 孝 子

河 口 淑 子

長谷川　 伸　 之

稲 葉 孝 治

森 下 敏 浩

森 下 勝 美

森 野 禎 治

栗 田 正 和

菊 間 大 輔

力 石　 　 泉

鈴 木　 　 猛

土 屋 史 康

今 西　 　 靖

岡　 　 克 彦

岡　 田　 美希子

米 山 知 栄

根 本 篤 美

鳳　 　 　 ゆかり

細 谷 典 子

前　 田　 みどり

塩 崎 哲 子

森　 野　 こ ずゑ

水　 野　 真由美

川 口 治 乃

寺 田 直 美

遠　 藤　 はるみ

田　 中　 と ち子

昭和5 5 年度

小 圷　 　 透

髙 橋 雅 臣

水 野 正 広

石 井 秀 樹

辻 野　 　 仁

抱 井 喜 晃

大 川　 　 進

中 井 英 明

平 井 一 弘

堀 井 昭 浩

小　 泉　 成義佐

武 田 成 夫

小 澤 成 年

鈴 木 祐 二

土 屋 大 地

大曽根　 　 　 彰

西 村 彰 人

吉 田 利 一

海 野 明 史

森 野 文 敏

花 井 幸 彦

森 野 明 浩

菊 間 厚 志

諸 菱 光 雄

堀 井 昭 一

石 村 直 孝

小 安 孝 之

下 田 正 博

河 野 政 美

平　 井　 美智子

水　 野　 五十鈴

向 芝 夏 美

菊 間 俊 江

多　 比　 真紀子

菊 間 邦 衣

藤 田 摩 子

阿 路 祐 子

森 野 香 澄

是 村　 　 恵

田 中 範 子

鈴　 木　 ひろみ

森　 野　 由美子

内 田 陽 子

昭和5 6 年度

土 屋 明 生

稲 葉　 　 滋

森 野 裕 二

周 防 貴 寿

鈴 木 健 支

梅 澤 忠 由

小 島 範 彦

平 井 康 実

森 下 高 行

石 橋 仁 人

川 口 泰 光

河 口　 　 健

富 岡 久 和

土 屋 光 司

鈴 木 健 夫

岡　 　 彰 則

渡　 邊　 かをり

渡 邉 由 紀

渡 邉 由 美

中　 山　 亜津子

諸 菱 千 明

内 田 洋 子

小 吹 道 子

西　 村　 和佳子

青 木 明 美

高 橋 千 波

藤 田 由 美

日　  　 奈緒子

中　 山　 みわこ

大 川 典 子

稲　 葉　 し げ代

高 橋 啓 子

平 井 昭 子

上 田 直 子

富 岡 照 美

大　 川　 かおり

大　 川　 ゆかり

小 泉 寿 子

昭和5 7 年度

太 田 啓 介

山 本 公 司

小 松 正 樹

内 田 惠 互

内 田 博 志

田 村 直 也

西 村 和 俊

阿 路 正 三

田 中 浩 二

下 田 幸 男

山 本 敏 也

栗 田 洋 司

青 木 文 弘

周 防 真 澄

塩 崎 勝 代

沖 山 美 香

森 野 恭 子

森　 野　 真理子

大 橋 恵 美

菊 間 節 子

蓮　 井　 久美子

鈴　 木　 美知代

金 子 恭 子

石　 山　 恵理子

大　 川　 加奈代

杉 野 祐 子

山 本 節 子

水 野 寿 美

水　 野　 さ ゆり

森 野 恭 代

小 泉 裕 隆

木 部 真 聖

渡 邊 剛 志

内 田 貴 司

内 田 英 世

町 田 恭 一

小 島 宏 治

向 芝 昭 光

渡 邉　 　 聡

森 野 健 一

田 中 久 春

山 本 哲 也

朏　 　 啓 徳

山 本 幸 枝

根 本 珠 未

森　 野　 久美代

西 崎 景 子

大 川 惠 子

石 村 裕 子

鈴 木 マ リ

菊 間 景 子

諸 菱　 　 薫

辻 野 千 夏

河 野 好 美

聞 間 雅 恵

米　 山　 喜美子

西 川 清 乃

水 野 加 苗

榎　 　 直 美

昭和5 8 年度

田 村 貴 洋

塩 谷 克 実

土 屋 真 人

木 村 勝 貴

高 瀬 智 幸

沖 山 達 也

沼 崎 勝 也

石 井 一 寿

土 屋 宗 之

渡 邉 和 広

石 井 貴 晃

山 本 和 久

 田 泰 子

平　 井　 ひと み

西 嶋 千 英

稲 葉 晃 子

蓮 井 美 喜

堀 井 美 奈

中　 山　 由美子

森 野 聖 子

富 岡 浩 美

工 藤 里 美

水 野 佳 代

川 口　 　 出

西 村 悦 延

山 田 隆 幸

小 島　 　 功

大 川 直 樹

上 田 清 隆

川 口 久 信

聞 間 昭 久

沖 山 秀 之

山 口 和 宏

小　 泉　 真一郎

岡 本 善 信

聞 間 恭 子

沖　 山　 真由美

萩 原 基 子

山 口　 　 桂

高 橋 康 子

石 垣　 　 桜

海　 野　 由喜子

平 井 美 喜

山 本 祐 子

土　 屋　 さ おり

田 中 千 尋

高 橋 砂 波

昭和5 9 年度

小 安 弘 和

渡 邉 正 美

山 本 弘 樹

江 口 達 也

辻 野　 　 孝

藤 田 昌 弘

石 村 文 康

青 木 角 栄

金 子 明 浩

川 口 伸 也

佃　 　 洋 晶

青 木 勝 則

川 口 浩 之

石 山　 　 明

臼 田 智 生

内 田　 　 理

堀 井 綱 志

水 野 直 克

小 松 真 一

杉 野　 　 巧

西 嶋　 　 崇

森 永 考 治

下 田 義 史

井 上 則 子

町 田 香 織

 本 友 江

平　 井　 美代子

日　  　 香奈子

木 部 慈 子

高 岡 利 絵

渡 邉 夕 子

鈴 木 徳 子

田 村 礼 子

西　 村　 美和子

内 田 成 美

渡 邉 美 香

花 井 睦 子

森 野 恭 子

水 野 光 恵

鳳　 　 千 帆

山　 本　 あゆみ

須 田 利 惠

河　 口　 佳代子

平 井 み き

昭和6 0 年度

三 浦 厚 司

河 野　 　 努

寺 田　 　 徹

富 岡　 　 章

土 屋 広 行

土 屋　 　 旬

小 島 英 仁

望 月 延 充

中　 山　 晋一郎

富 岡 雅 人

鳳　 　 壮 祐

川 口 直 貴

稲 穂 慎 也

木 部 晴 仁

小 泉 茂 幸

朏　 　 順 孝

山 本 利 克

堀 井 千 穂

菊　 間　 美都代

諸　 菱　 真揮恵

青　 木　 香奈子

山 本 紀 子

菊 間 瑞 穂

渡 邉 久 美

杉 野 陽 子

抱　 井　 みゆき

諸 菱 由 夏

田 中 幸 子

水 野 恭 子

森 野 公 代

山　 岡　 奈都子

辻 野　 　 薫

堀 江 亜 美

土 屋 波 香

角 田 祐 子

昭和6 1 年度

沖 山 弘 樹

田 中 靖 之

木 村 勝 義

臼 田 信 幸

齋 藤 和 浩

萩 原 邦 盛

岡 田 英 輔

堀 井 卓 磨

杉 坂 周 輝

菊 間 友 人

石 井 文 恵

水 野 由 美

岡 本 綾 子

菊　 間　 由美子

田 村 裕 美

下 田 恵 子

岩　 澤　 かつら

西　 崎　 千津子

水　 野　 いづみ

川 口 智 子

菊　 間　 ゆかり

田 口 裕 子

板 垣 光 代

髙 橋 秀 文

根 本　 　 崇

上 田 敏 明

青 木　 　 功

平 井　 　 毅

沖 山 芳 幸

小 島 拓 也
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水 野 宏 典

森 野 武 志

水 野 隆 之

向 笠 公 子

服 部 恵 子

森 田 昌 代

髙 橋 弓 子

内　 田　 亜弥子

青　 木　 久美子

菊　 間　 恵美子

小 泉　 　 薫

杉 野 仁 美

渡 邉 千 穂

櫻 井 澄 江

菊 間 千 春

田 中 未 来

高 岡 美 樹

昭和6 2 年度

小 川 茂 樹

富 岡 和 喜

土 屋 信 介

榎　 　 伸 之

土 屋 智 広

岡 﨑　 　 紳

山 本 賢 一

海 野 弘 孝

寺 田 竜 也

菊 地 良 之

朏　 　 誓 至

大 川 良 光

森 野 公 平

山 本　 　 恵

多　 比　 真由美

水 野 清 美

山 本 静 香

吉 田 浩 子

 本 千 春

斧 尾 繭 子

菊 間 純 江

海 野 笑 美

諸　 菱　 あかね

工 藤 房 恵

杉　 野　 姫呂子

石 村 綾 子

日  雪 子

小 松 由 佳

向 笠 真 美

山　 田　 桂奈子

星　 野　 みゆき

土 屋 恵 子

昭和6 3 年度

富 岡 和 広

髙 野 美 明

田 村 大 輔

藤 井 竜 太

稲 穂 浩 二

諸 菱 亮 太

菊 間 昌 孝

岡 田 秀 平

森 田 耕 介

堀　 井　 真理子

小　 泉　 麻理子

岡 地 幸 代

望 月 稔 恵

髙 橋 公 代

山　 口　 こ づ枝

土　 屋　 大海音

堀　 江　 加寿美

臼 田 優 子

山　 岡　 里枝子

小 松 令 奈

抱 井 綾 乃

内 田 真 美

山 本 美 和

杉 野 純 子

平成元年度

鳥 居 大 介

板 垣 吉 輝

板 垣 安 輝

下 田 英 治

藤 田 健 一

菊 間 淳 一

森 野 洋 平

水 野　 　 淳

田 村 明 夫

森 永　 　 繁

諸 星　 　 彰

土 屋 明 彦

福 井 康 史

櫻 井 美 享

田 中 亜 耶

米 山 麻 乃

多 比 智 子

川　 口　 真貴子

鈴 木 裕 子

望 月　 　 恵

細 谷 恵 美

小 川 珠 代

菊 間 瑞 恵

沖 山 麻 衣

岡 田　 　 芽

成　 田　 由美子

髙 野 麻 美

平成2 年度

鳥 居 勇 介

長谷川　 哲　 海

海 野　 　 匡

内 藤 俊 英

杉 坂 亮 知

内 田 良 太

 田 寿 文

田 口 泰 伸

山 田 邦 廣

岡 田 真 人

石 村 朋 子

斧　 尾　 芽衣子

石 﨑 理 恵

山　 本　 かおり

中　 山　 ちづる

岡 地 淳 江

岩 澤 亜 樹

榎　 　 　 由香利

喜　 地　 利沙子

菊　 間　 真理子

菊 間 芽 里

西 村 玲 良

村 山 美 幸

平　 井　 亜希子

荒 川 裕 美

川 口 明 子

岡 﨑 衣 子

岡 田 知 子

平成3 年度

菊 間 洋 介

平 井 哲 也

岡 田 広 二

星　 野　 友一郎

浦 田 雄 生

多 比 大 輔

水 野 達 也

鈴 木　 　 徹

三 浦 弘 之

森 野　 　 勇

三　 井　 千加志

水 野 順 和

下 田 賢 一

森 永 昭 仁

多 比 隆 博

水 野 寿 史

菊 間 豊 史

日比野　 寧　 友

藤 田 伸 一

水 野 慎 吾

田 村 英 樹

永 堀 数 正

内 田　 　 洋

内 田　 　 圭

岡 田　 　 仁

塩 谷 壽 英

須 藤 大 輝

米 山 志 穂

髙 橋 久 美

田　 村　 香奈恵

小 安 亜 矢

水 野 彰 子

向 笠 裕 子

望 月 美 江

日  直 子

森　 野　 友理香

山　 本　 依久子

深 澤　 　 恵

山　 岡　 美和子

岡 﨑 日 奈

平成4 年度

村 山 弘 幸

内 藤 雅 俊

森 野　 　 学

岡 田 政 幸

福 井 裕 二

西 村 巧 也

喜 地 祐 亮

岡　 地　 ゆき 代

喜 地 浩 美

土 屋 和 子

菊 間 好 美

石 井 理 恵

細 谷 奈 央

石　 村　 菜穂子

諸 菱 八 重

岡　 田　 まゆみ

聞 間 由 佳

岡　 田　 みゆき

田　 村　 友紀子

細 谷 祥 美

平成5 年度

土 屋 健 夫

水 野 利 治

三 井 恵 介

水 野 豪 紀

山 中 健 司

山 本　 　 隆

吉 田　 　 裕

富 岡 俊 之

土 屋 正 徳

海 野　 　 聖

山 本 幸 三

小 松 雅 史

平 井 貴 章

日比野　 史　 康

鈴　 木　 真由美

星　 野　 いずみ

杉　 野　 ひろ み

長谷川　 祥　 子

田 中　 　 茜

山　 本　 し のぶ

小 安 由 香

塩 谷 晃 代

山 本 佳 美

岩　 澤　 恵理香

平成6 年度

菊 間　 　 純

水 野 秀 樹

岩 澤 敏 勝

山　 本　 雄一郎

細 谷　 　 同

鈴 木 一 秀

久保田　 匡　 人

山 﨑 明 洋

諸 星 直 美

菊 間 美 加

内 藤 有 美

田 村 恵 美

稻　  　 真由美

茂　 木　 亜沙美

西 島 加 奈

海 野 薫 代

田 内 優 佳

土 屋 節 子

平成7 年度

四 方 教 士

平 井 貴 樹

山 本 和 久

内 田 裕 太

岡 田 陽 介

山 口 健 太

広 瀬 智 之

長谷川　 弘　 記

鈴 木 裕 子

深 澤 千 明

岩　 澤　 友香利

望 月 美 里

平　 井　 真利子

深 澤 香 織

小 島 志 保

平成8 年度

小 松 真 也

渡 邉 淳 司

西 島 孝 夫

山 田 昌 司

喜　 地　 啓一郎

大 庭 克 之

平 井 和 樹

田 村 茉 美

山　 本　 真奈美

稻  美 里

森 野 華 絵

髙 橋 友 世

平　 井　 佳代子

田 内 梨 恵

 田 友 美

平 井 美 保

聞 間 朋 子

広 瀬 美 緒

平成9 年度

石 田 一 希

岡 田　 　 舞

小野寺　 北　 登

杉　 野　 俊太郎

鈴 木 理 歩

田 中 良 実

土　 屋　 るみ子

平 井 一 茂

平 井 辰 忠

深 澤 明 奈

望 月 亜 耶

山 﨑 博 永

山　 本　 恵里佳

山 本 麻 衣

渡 邉 理 央

武 藤 慧 子

平成1 0 年度

王子田　 武　 志

櫻 井 美 里

佐 藤 瑶 子

 田 恭 平

杉 坂 知 紘

反 町 雅 彦

西 﨑　 　 良

長谷川　 　 　 睦

村 田 由 維

平成1 1 年度

内 田 雅 也

大曽根　 圭　 子

岡 田 美 穂

河 野 美 咲

四 方　 　 超

下 田 充 洋

鈴 木 貴 博

鈴 木 裕 太

西 島 幸 平

根 本 智 恵

武 藤 大 誠

望 月 千 絵

森 野　 　 舞

山　 口　 奈穂子

山 本 卓 生

山 本 優 衣

平成1 2 年度

石 田 直 希

市 原 早 紀

稻  千 尋

遠 藤　 　 翼

岡　 田　 由莉亜

片 山 惠 理

加 藤 実 理

聞 間 博 之

聞 間 祐 太

佐 藤 美 帆

杉　 坂　 知奈津

平　 井　 新之助

平 井 秀 明

山 本 麻 衣

平成1 3 年度

大 川 達 也

岡　 地　 明日香

木 村 一 茂

小　 松　 亜利紗

櫻 井 愛 里

四 方　 　 岬

土 屋 翔 太

中 井 健 人

中 井　 　 晃

西 島 悠 太

根 本 友 起

松 山 弘 夢

水 野 陽 介

森 野 智 衣

森 野 円 香

山 本 美 波

平成1 4 年度

遠 藤　 　 颯

大 川 夕 貴

加 藤 結 理

上 村 拓 也

杉 坂 知 穂

望 月 映 里

森　 野　 ひと み

山 本　 　 歩

平成1 5 年度

市　 原　 健太郎

大 川 陵 太

大 根　 孝　 宏

河 野 裕 紀

喜 地 弘 行

木 村 葉 月

小 松　 　 良

藤 田　 　 光

森 野 絵 美

山 本 憲 吾

平成1 6 年度

岡 田 佳 奈

加 藤 陽 亮

聞 間 亜 実

喜 地 伸 泰

木　 部　 亮太郎

西 島 達 也

根 本 菜 実

水 野 里 香

森 野 香 織
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熱海市立網代幼稚園

「 たくさんの思い出」 と共に

平成1 7年度

石 井 利 佳

大 川 竜 也

聞 間 望 未

島 田 早 織

土 屋 拓 海

中 井 清 香

松 本 秋 乃

諸 菱　 　 遥

平成1 8 年度

大 根　 友　 宏

木　 部　 龍之介

中 井 涼 介

長谷川　 さ 　 や

藤 田 百 恵

水 野 友 博

諸 菱 裕 也

平成1 9 年度

稲 葉 誠 武

片 山 貴 惠

辻 野 浩 樹

松 本 圭 介

山 本 晃 宏

平成2 0 年度

稲 葉 翔 武

大 川 千 晴

岡 田　 　 樹

土 屋 七 海

西　 島　 紗理菜

長谷川　 し 　 ほ

平成2 1 年度

聞 間　 　 巧

菊 地 倫 実

菊 間 千 夏

後 藤 幸 平

藤　 田　 裕二郎

諸 菱 絢 子

平成2 2 年度

岡　 　 明 莉

中　 村　 実花子

山 本 七 海

平成2 3 年度

岡　 　 大 輝

岡 本 紗 南

後 藤 広 輝

小 松 拓 海

小 松 美 月

辻 野 孝 輔

土 屋 祐 航

中 井 千 鶴

西 村 雅 儀

長谷川　 里　 穂

水 野 凪 紗

平成2 4 年度

黒 川 喜 那

佐々木　 玲　 央

辻 井 健 大

西 村 結 衣

野々村　 渓　 太

萩 原 拳 一

濵 荻 望 光

藤 田 美 希

平成2 5 年度

菊　 地　 咲央里

菊　 地　 夢莉亜

小 松 日 和

田 口 麗 花

土 屋 実 来

西 島 歩 夢

西 村 利 智

朏　 　 啓 雅

平成2 6 年度

関 野 翔 太

長谷川　 果　 南

長谷川　 　 　 玄

朏　 　 双 葉

平成2 7 年度

岡　 　 聖 輝

菊 地 拳 志

小 松 聖 奈

西 村　 　 航

日  春 菜

CA T A RINA  NA T HA LE JA NE VA LPA RA ISO

平成2 8 年度

飯 島 萌 絵

佐々木　 芽　 衣

嶋 津 慶 二

千 葉 睦 己

平成2 9 年度

大 川 真 望

吉 田 涼 乃

平成3 0 年度

飯 島 彩 乃

大 川 真 輝

菊 間 夕 夏

小 松 一 星

杉 坂 怜 士

中　 村　 友花子

朏　 　 百 葉

令和元年度

嶋 津 華 穂

土 屋 更 紗

藤 原 大 士

令和2 年度

海 野 寛 太

大　 川　 真之輔

杉 坂 侑 士

福 井 奏 介

藤 間 裕 生

ヘリ ヤー　 紗羅マーガレッ ト

ヘリ ヤー　 理紗サエコ

谷　 澤　 魔沙斗

吉 田 雛 乃

令和2 年度
在校生

５ 年生

海 野 日 鞠

多 比 慧 人

千 葉 鴻 睦

４ 年生

小野寺　 陽　 葵

志賀口　 環　 吾

３ 年生

神 田 結 菜

多 比 乙 葉

２ 年生

髙 木　 　 色
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幼稚園の思い出
～平成 26 年度～平成 28 年度～

「 笑って」「 泣いて」

皆大き く なり まし た。

「 網代幼稚園」 たく さ んの

思い出を あり がと う …

おやこ えんそく

ゆう すずみかい

く り ひろ い

う んどう かい

し ちごさ んかい

よう ちえん

たのし かったよ！！ あじ ろ よう ちえん

だいすき！！
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園の沿革

幼稚園の概要

熱海市立網代幼稚園  園歌

KLVWRU\
町立網代尋常小学校併設網代託児所設置

網代町立網代中学校、 同町立網代小学校併設網代託児所の協力団体と

し て「 網代わかば会」 創立

町立網代幼稚園設立許可申請書提出

町立網代幼稚園設立許可

従来の「 わかば会」 を発展的に解消し 、 新たに校種別に会を創立するこ

と に決し 、「 町立網代幼稚園仲よし 会」 規約を制定し 、 こ こ に誕生をみる

園舎敷地の整理拡張

園服を制定

職員室を増設し 、 階下を保育室に改造

国際産業より 鉄筋ブラ ンコ を寄贈

手洗及び足洗場を設置（ ２ ８ 年度仲よし 会）

藤棚設置（ ２ ８ 年度仲よし 会）

ト イ レの手洗場設置

園舎本棚改築

保育室仕切り 戸を取り つけ

熱海市に合併、 熱海市立網代幼稚園と 園名変更

完全給食実施

ブロッ ク 花壇設置（ 仲よし 会）

器具室設置

保育室床張替え

幼稚園園歌作成

保育室増築

園旗作成

玄関増改築

アコ ーディ オンド アー取り 付け

保育室ガラ ス戸取替え

廊下職員室床張替え

正門扉取り 付け

園舎（ 校舎） 改築のため園舎解体

小学校２ 教室に移転、 ９ 月より 保育開始

新園舎に移転、 ９ 月より 保育開始

鉄棒設置

鳥小屋設置（ 仲よし 会）

２ 階ベラ ンダ防水工事、 人工芝張替え

保育室ジュ ータ ン張替え

１ 階ト イ レ２ ヶ 所洋式に取替え

３ 歳児保育開始

２ 階防水工事

防犯サイ レン設置

耐震工事（ ホール・ 会議室・ すみれ組教室）

園庭　 人工芝の張替え

２ 階保育室（ すみれ組） エアコ ン設置

２ 階に療育施設 IPPO あじ ろ 園設置

平成 2 7 ・ 2 8 年度　 熱海市立幼稚園教育研究会指定研究発表会

研究主題「 育てよう 　 つなげよう 」

～学びや育ちをつなげる保育のあり 方を考える～　

網代幼稚園休園

網代幼稚園閉園

4 月1日　

1 1 月1日

3 月１３日

４月1日

９月

６月1日

1 0 月

５月

８月

４月

5 月

７月

８月

４月1日

４月1日

５月

1 0 月

1 0 月

1 0 月

3 月

1 0 月

３月

３月

８月

８月

３月

7 月

7 月

昭和４年

昭和２１年

昭和２３年

昭和２６年

昭和２６年

昭和２７年

昭和２７年

昭和２８年

昭和２８年

昭和２９年

昭和３０年

昭和３０年

昭和３０年

昭和３２年

昭和３５年

昭和３７年

　 　 　 　 　

昭和３９年

昭和３９年

昭和４１年

昭和４１年

昭和４２年

昭和４３年

昭和４５年

昭和４６年

昭和４７年

昭和５１年

昭和５１年

８月

3 月

6 月

8 月

8 月

3 月

4 月1 日

3 月

3 月

8 月

8 月

8 月

2 月2 2日

1 1 月1 1日

3 月3 1日

3 月3 1日

昭和５２年

昭和 5 6 年

昭和 5 8 年

平成 8 年

平成 9 年

平成 1 0 年

平成 1 0 年

平成 1 6 年

平成 1 6 年

平成 1 8 年

平成 2 5 年

平成 2 7 年

平成 2 8 年

平成 2 8 年

平成 2 9 年

令和 3 年

１ 　 園　 名　 熱海市立網代幼稚園

２ 　 所在地　 熱海市網代２ ０ １ 番地

３ 　 園　 地　 園地６ ５ ２ ㎡　 　 園庭面積２ ４ ５ ㎡

　

作詞・ 作曲　 高橋 清
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